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第１１章 林業史

Ⅰ 林業史の研究動向

１． 概観

林業史研究については林業経済学ばかりでなく農業史，歴史学，歴史地理学か

らの研究も多い。その全体像を把握するため国立国会図書館の「書誌検索，雑誌

記事索引検索」を利用し関連図書及び論文の目録を作成した。図書は約５００点，

論文は約９００点があげられる。論文については未掲載の雑誌が一部あり，また編

集図書への掲載論文について一括検索が難しいという限界はあるが，戦後の林業

史研究を総覧するには十分であろう。

はじめに図書の特徴を明らかにしたい。戦後の林業史研究は，農地改革に関わ

る林野解放問題に端を発し，国産材に依存して戦後復興・高度経済成長を進める

時期には，その生産構造の歴史的解明を課題としていた。１９７０年頃までは近代に

おける国有林の成立と入会林野，大山林所有の形成過程に研究者の興味は絞ら

れ，林野制度論への傾斜を強く見ることができる。林野庁編（１９５４），古島敏雄

編（１９５５），塩谷勉（１９５９）をはじめ，戒能通孝，渡辺洋三，北條浩，筒井迪夫

等による研究が展開した。政策史としては一連の萩野敏雄（１９８４・１９９０・１９９３・

１９９６）の著書があげられる。林業史研究と位置づけられる著作には，戦前から戦

後にかけての徳川義親（１９１５），服部希信（１９４０），島田錦蔵（１９４１），鳥羽正雄

（１９４３・１９５１），山本光（１９５８）があり，戦後における体系的林業史研究の起点と

なる西川善介（１９５７），林業発達史調査会編（１９６０）が著され，農業史の分野か

らは阿部正昭（１９６２），笠井恭悦（１９６４）が加わった。１９５０年代から６０年代にか

けては，日本林業の近代化を模索して，農業資本主義化における二つの道論の影

響の下，これを林業に適用したいくつかの理論的考察がなされた。京都大学人文

科学研究所林業問題研究会編（１９５６）に始まる半田良一等による林業構造論，船

越昭二（１９６０），鷲尾良司（１９７９）である。１９７０年代以後になると，歴史学にお

いて地方史研究が進み，農業史においても史料に基づく分析が一層深化する中に
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あって，理論的研究から実証的研究へと展開したのは林業構造論であった。歴史

学からは所三男，藤田叔民，歴史地理学からは藤田佳久，林業経済史からは萩野

敏雄，有木純善，本吉瑠璃夫等の研究があげられる。

林業・森林に関わる団体・組織の記録も多数出版された。まず農林行政史にか

かわる文献は１９６０年代から８０年代にかけての時代に集中する。農林省大臣官房総

務課編（１９５７～１９７６）『農林行政史』全１５巻をはじめ，各営林局や営林署史が刊

行された。林業・木材業関連企業の社史は，成田潔英（１９５６～１９５９）『王子製紙

社史』全５巻が出版された１９５０年代と，住友林業株式会社社史編纂委員会編

（１９９９）『住友林業社史』全３巻が出版された１９９０年代に，業界史は１９６０・７０年代

に，団体史は全国森林組合連合会森林組合制度史編纂委員会編（１９７３）『森林組

合制度史』全４巻の出版された１９７０年代～９０年代にかけてに多数を見ることがで

きる。様々な団体・組織の５０年，１００年という節目の時期に当たり，それぞれが

記念出版物の編纂・刊行に融通できる資金を有し，編纂体制としては各団体・組

織をよく知る担当者が配置できたことによる出版であった。１９７０～９０年代は前述

した歴史学における地方史研究の興隆にともない，都道府県史，市町村史が数多

く編纂され，一次資料の発掘・分析がすすむ時代であった。しかし一部を除くと

林業への関心は希薄であり，積極的な論述は少なく，林業に言及しても林野所有

や造林に関する内容がそのほとんどをしめる。特に近代については手薄である。

林業史関連論文についての最大の特徴は，入会関係が４割以上をしめることで

あろう。入会林野近代化法との関係で林業経済学以外の分野からも大きな関心が

寄せられたからである。詳細は「入会」の章で対応する。１９６０年代の後半以降林

業史研究に大きな貢献をしたのは『徳川林政史研究所研究紀要』である。１９６７年

（昭和４２）から発刊され，林業史関連論文の２３％がこの雑誌に掲載されてきた。

近世史・歴史地理学・法社会学・林業経済史の各分野の論文を積極的に取り上げ

てきた。林学関係誌では『林業経済』において近代林政史について萩野敏雄，入

会論・木材経済史から接近した西川善介が多くの成果を公表した。しかし，同誌

も含めてその他の林学関係誌では林政史・林業史についての回想録・概論が多

い。林学以外の学術誌でも近世史・歴史地理学・法社会学の研究誌に林業史に関

する論文がたびたび報告された。

分野別に見てみると，法社会学・経済史の分野からは入会・林野所有論が多く

を占める。戦前から１９５０年代にかけては入会の法制史的研究，高度成長期の

１９６０・７０年代には入会林野の近代化に関わって西川善介，井ヶ田良治，原田敏

丸，川島武宜，中尾英俊，渡辺洋三，小林三衛，山田達夫，丹羽邦男，大島真理

夫等の研究が蓄積された。地理学からは立地論・村落領域論などに関わり，松村

安一，藤田佳久等が成果を上げた。近世史の分野からは戦前から研究を続ける所

三男，平沢清人を始め，高瀬保，飯岡正毅，佐藤孝之，大友一雄，山本英次等が

あげられる。林業経済史の分野では８０年代から経済史，近世・近代史の成果を踏

まえ，萩野敏雄，三井昭二，成田雅美，泉英二，加藤衛拡，脇野博等による地方

史料・一次資料を利用した研究が展開する。これらの図書・論文から日本の森林

利用史をまとめた Totman, Conrad（１９８９・１９９５）も重要である。

以上のように林業史研究は多方面からの展開を見せてきた。全てを網羅するわ

けにはいかないため，以下では地域林業史，林野制度史，林業技術史の側面から

集約することとする。

（加藤 衛拡）

２． 地域林業史

（１） 林業地帯の史的類型論

１） 西川善介による類型化

わが国林業地帯の近世・近代における展開に関する体系的研究は，まず西川善

介（１９５９～１９６１）によって提示された。西川は林業地帯の発展について木材生産

を軸に，領主が生産・流通の中心に位置する「領主的林業地帯」と農民が主体的

に生産・流通を展開する「農民的林業地帯」の２つに類型化する。本論は，第１

章「中世的木材生産」において中世―近世の木年貢制度について述べた上で，第

２章の冒頭でこの２つの林業地帯の特徴が育成過程から示される。戦国末―近世

初頭に採取林業が開始された結果，寛文―享保期には各地森林資源の枯渇（「尽

山」）が問題となり，育成林業が成立・発展する。育成過程には，天然更新に基

づく飛騨・木曽・秋田・青森・南部・土佐等の「領主的育林生産」と，人工造林
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に基づく吉野・熊野灘沿岸・天竜・西川・青梅・山国等「農民的育林生産」とが

あった。大市場との距離が伐出経営の相違となり，この相違が育林にまで影響を

与えているとするのである。

第２章の本論は，木曽を中心に「領主的林業地帯」をあつかった考察である。

「白木稼」にみられる「小商品生産的木材生産」，領主の山林支配強化にともなう

「領主的木材生産」，さらに「運上仕出」と呼ばれる「商人的木材生産」が解明さ

れる。つづく第３章では，「農民的林業地帯」について論じ，「小商品生産的木材

生産」の展開と，その延長上にある「資本家的木材生産」を明らかにする予定だ

ったが，未完に終わった。この第３章の一部と思われる山国と西川地域について

の分析は別稿の西川善介（１９６１）・同（１９６６）があり，後者のなかで「農民的林

業地帯」についてプランが示される。「同じ農民的林業地帯といっても，大都市

等への社会的距離等に相違があるから（伐出生産の難易），そのため村内の山林

が明治以前に村外へ流出していく林業地とそうでない林業地ができあがる。前者

が吉野やその周辺とか，あるいは熊野灘沿岸の林業地一帯で，後者については西

川，青梅，今須，京都山国等で実証が可能である。前者のばあい，大都市と生産

地とのいわば中間にあって生活物資を生産地へ補給する地域の商人が一般的に山

林を集積していく。しかしこれとても，最初からそうなのではなく，村内の集積

がある程度に進んだ後において起る現象であることは注目しておく必要があ

る」１）。後述する「林業構造論」のとらえる２類型である。

２） 林業構造論

わが国の林業史研究に多大な影響を与えた類型論に半田良一（１９６７）の提唱し

た「林業構造論」がある。これは当初１９６７年の林業経済研究会春季大会におい

て，「林業基本法」に関係して，大規模経営と小規模経営との質的差異の歴史

的・構造的解明を目的とした報告であった。「基本法」が政策対象とした大規模

林業（森林）経営を地主的林業（森林）経営，小規模林業（森林）経営を農民的

林業（森林）経営とし，地域を単位とする林業生産・木材流通を軸にした両者の

形成史を考察し，それぞれの成立する地域構造を戦前からの「地主林業型構造」

と戦後からの「農民林業型構造」と規定した。このとらえ方は西川善介と同様に

林業を史的に把握する上で優れた視点を与えた。すなわち，木材の生産・流通の

全過程を把握することの必要性を説き，林木の育成過程だけを林業とする古典的

な理解を払拭したからである。加えて生産・流通圏を包括する流域を単位とする

地域構造解明の必要性も明らかにした。

この「林業構造論」に準拠した具体的な歴史分析には，京都府山国林業を対象

にした村尾行一（１９６９）と，徳島県木頭林業を対象にした有木純善（１９７４）とが

ある。前者は，歴史叙述部分は西川善介（１９６１）・同志社大学人文科学研究所編

（１９６７）等の要約であったが，「農民林業型構造」の典型を解明したと評価され

た。後者は「地主林業型構造」の典型を分析したとされ，その構造の近代におけ

る形成過程を解明した。

こうした具体的な研究を踏まえ，「林業構造論」は半田良一（１９７２）において

「林業構造」の歴史的展開の枠組みへと変容する。戦後型としていた「農民林業

型」は，山国での例を意識した近世以来の林業構造の展開論理になったのであ

る。これをうけて泉英二（１９９２）は，半田が「地主林業型構造」の典型とした吉

野林業を追求する。

なお，以上の類型論の整理については加藤衛拡（１９９２）がある。

（２） 大市場近郊の林業史研究

１） 京都・大阪近郊の林業地帯

史的類型論の展開とともに，地域林業史研究が大市場近郊の林業地帯を中心に

進められた。この代表は吉野林業史研究である。近世大坂市場に対応して，紀ノ

川上流の大和国（現奈良県）吉野川流域に展開した育成林業地帯であり，多くの

研究蓄積がある。吉野林業を戦後はじめに取り上げたのは福本和夫（１９５５）であ

った。福本は吉野地方の大山林所有について，林地と立木との所有権の分離を借

地関係ととらえ，「資本家的小作林業」とした。こうした借地林業理解を批判し

て，大山林所有の性格について成立史から解明を迫ったのが笠井恭悦（１９６２）・

同（１９６４）である。従来借地関係と捉えられた土地所有と立木所有との分離が，

立木の年季売買，すなわち山元農民による植林木の村外商人・地主層への流出で

あることを実証した。この経過を，小農民的育林業の成立とその挫折＝不在村大
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に基づく吉野・熊野灘沿岸・天竜・西川・青梅・山国等「農民的育林生産」とが

あった。大市場との距離が伐出経営の相違となり，この相違が育林にまで影響を

与えているとするのである。
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生産」の展開と，その延長上にある「資本家的木材生産」を明らかにする予定だ

ったが，未完に終わった。この第３章の一部と思われる山国と西川地域について

の分析は別稿の西川善介（１９６１）・同（１９６６）があり，後者のなかで「農民的林

業地帯」についてプランが示される。「同じ農民的林業地帯といっても，大都市

等への社会的距離等に相違があるから（伐出生産の難易），そのため村内の山林

が明治以前に村外へ流出していく林業地とそうでない林業地ができあがる。前者

が吉野やその周辺とか，あるいは熊野灘沿岸の林業地一帯で，後者については西

川，青梅，今須，京都山国等で実証が可能である。前者のばあい，大都市と生産

地とのいわば中間にあって生活物資を生産地へ補給する地域の商人が一般的に山

林を集積していく。しかしこれとても，最初からそうなのではなく，村内の集積

がある程度に進んだ後において起る現象であることは注目しておく必要があ

る」１）。後述する「林業構造論」のとらえる２類型である。

２） 林業構造論

わが国の林業史研究に多大な影響を与えた類型論に半田良一（１９６７）の提唱し

た「林業構造論」がある。これは当初１９６７年の林業経済研究会春季大会におい

て，「林業基本法」に関係して，大規模経営と小規模経営との質的差異の歴史

的・構造的解明を目的とした報告であった。「基本法」が政策対象とした大規模

林業（森林）経営を地主的林業（森林）経営，小規模林業（森林）経営を農民的

林業（森林）経営とし，地域を単位とする林業生産・木材流通を軸にした両者の

形成史を考察し，それぞれの成立する地域構造を戦前からの「地主林業型構造」

と戦後からの「農民林業型構造」と規定した。このとらえ方は西川善介と同様に

林業を史的に把握する上で優れた視点を与えた。すなわち，木材の生産・流通の

全過程を把握することの必要性を説き，林木の育成過程だけを林業とする古典的

な理解を払拭したからである。加えて生産・流通圏を包括する流域を単位とする

地域構造解明の必要性も明らかにした。

この「林業構造論」に準拠した具体的な歴史分析には，京都府山国林業を対象

にした村尾行一（１９６９）と，徳島県木頭林業を対象にした有木純善（１９７４）とが

ある。前者は，歴史叙述部分は西川善介（１９６１）・同志社大学人文科学研究所編

（１９６７）等の要約であったが，「農民林業型構造」の典型を解明したと評価され

た。後者は「地主林業型構造」の典型を分析したとされ，その構造の近代におけ

る形成過程を解明した。

こうした具体的な研究を踏まえ，「林業構造論」は半田良一（１９７２）において

「林業構造」の歴史的展開の枠組みへと変容する。戦後型としていた「農民林業

型」は，山国での例を意識した近世以来の林業構造の展開論理になったのであ

る。これをうけて泉英二（１９９２）は，半田が「地主林業型構造」の典型とした吉

野林業を追求する。

なお，以上の類型論の整理については加藤衛拡（１９９２）がある。

（２） 大市場近郊の林業史研究

１） 京都・大阪近郊の林業地帯

史的類型論の展開とともに，地域林業史研究が大市場近郊の林業地帯を中心に

進められた。この代表は吉野林業史研究である。近世大坂市場に対応して，紀ノ

川上流の大和国（現奈良県）吉野川流域に展開した育成林業地帯であり，多くの

研究蓄積がある。吉野林業を戦後はじめに取り上げたのは福本和夫（１９５５）であ

った。福本は吉野地方の大山林所有について，林地と立木との所有権の分離を借

地関係ととらえ，「資本家的小作林業」とした。こうした借地林業理解を批判し

て，大山林所有の性格について成立史から解明を迫ったのが笠井恭悦（１９６２）・

同（１９６４）である。従来借地関係と捉えられた土地所有と立木所有との分離が，

立木の年季売買，すなわち山元農民による植林木の村外商人・地主層への流出で

あることを実証した。この経過を，小農民的育林業の成立とその挫折＝不在村大
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山林所有の形成と理解し，吉野の大山林所有は「前期的商人・寄生地主と同一の

経済範疇」２）と規定したのである。しかし，笠井も伐出業＝「材木商人」の位置

づけは不明確であり，生産構造の解明には至らなかった。

野村勇編著（１９６６）は近代以後の大山林経営の実態や，そのもとで経営の実務

を担当する山守を中心とした労働組織をも解明した。山守に言及し，その大山林

経営に果たす役割について考察しながら，歴史的に担ってきた伐出業者としての

側面にはほとんど触れなかった。

笠井の後，吉野林業史研究を深化させたのは１９７６～１９９０年にかけての研究をま

とめた泉英二（１９９２）である。主に川上郷（現川上村）の史料をもとに，「材木

商人」を中心に据えて，近世吉野林業の生産・流通構造を解明したのである。山

元の「材木商人」の木材生産を中心とした種々の活動，彼らによる焼畑造林にも

とづく農民的育林業の成立，また「材木商人」たちの広域的連帯などが明らかに

された。泉によってはじめて近世の吉野林業の構造的な実態が解明された。加藤

衛拡（１９８４・１９９３c），赤羽武他編（１９８７～１９９２）は広範な史料調査からこうした

構造の近世・近代にわたる解明をめざし，谷彌兵衛（２０００・２００１）が材木商人を

照射する研究を進めている。

歴史地理学から吉野林業について分析したのは藤田佳久（１９９５・１９９８）であ

る。育成林の形成システムやその育林技術の全国への影響を明らかにした。松尾

容孝（１９８６・１９８９）は育成林やその売買について，米家泰作（２００２）は近世初期

の林野利用について言及している。

西川が指摘した農民的林業の展開では，京都近郊の丹波国山国庄の社会経済構

造について同志社大学人文科学研究所編（１９６７）があり，その研究グループの一

人藤田叔民（１９７３）は山国在郷材木商人の筏商としての活動を運材史としてまと

めた。本吉瑠璃夫（１９８３）は近世から近代を通じた山国林業の展開過程を解明し

た。

市場は江戸・東京になるが，紀伊国尾鷲林業については大山林地主の形成過程

に関する速水融（１９５８）・笠原六郎（１９８５）がある。伊勢国松坂領川俣谷につい

ては，成田雅美（１９９７）が在郷商人による製茶の生産・販売を中心とする経営展

開と，これと密接に結合する山林の集積・経営の実態を解明した。

２） 江戸・東京近郊林業地帯

一方，江戸・東京近郊の代表的な育成林業に西川林業がある。荒川支流の入間

川・高麗川上流域，武蔵国（現埼玉県・東京都・神奈川県東部）西部山間地域に

展開した。吉野林業と同様にまず育成過程が取り上げられ，鈴木尚夫・岡村明達

（１９５１）や秦玄竜（１９５７）は，特徴的に発達した「分収林業」に焦点を当てた。

しかし，西川善介（１９６６）が材木商経営を取り上げたことにより，以後実証的研

究が進展した。加藤衛拡（１９８２・１９８７・１９８９・１９９３a・１９９３b・２００２・２００４・

２００５），脇野博（１９８５），丸山美希（２００２・２００３）である。材木商経営を中心に，

焼畑から薪炭・用材林への転換，製炭生産・材木生産と社会構造，山村豪農の経

営構造と情報収集，筏仲間の役割，首都近郊山村の近代的展開など，林業史とし

てばかりでなく山村史の視点からも解明されている。

関東の林業地帯の分析としては，松村安一（１９５６・１９７５）による東京の四谷林

業・青梅林業の分析，阿部昭（１９８９）による下野国（現栃木県）鬼怒川の筏商人

の分析がある。

（加藤 衛拡）

３． 林野制度史

敗戦後，農地改革の実施のなかで林野制度が，研究者の関心を集めた。私的大

山林所有，公的・国家的大山林所有などが改革の対象とならなかったため，山林

所有のもつ社会的な意義や機能が，農地改革との関連で解明されるべき課題であ

ったからである。林野の所持・所有にかかわる制度をここでは林野制度と称する

が，入会林野については別章が予定されているので，御林と官林を中心として近

世史研究と近代史研究にわけて述べることとする。

（１） 近世の林野制度史研究

敗戦後の山林解放・国有林解放問題の時期から林業基本法成立前後の国有林解

放問題までの時期に，大きく分けて３つのタイプの研究がみられた。第１に御林
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山林所有の形成と理解し，吉野の大山林所有は「前期的商人・寄生地主と同一の

経済範疇」２）と規定したのである。しかし，笠井も伐出業＝「材木商人」の位置

づけは不明確であり，生産構造の解明には至らなかった。

野村勇編著（１９６６）は近代以後の大山林経営の実態や，そのもとで経営の実務

を担当する山守を中心とした労働組織をも解明した。山守に言及し，その大山林

経営に果たす役割について考察しながら，歴史的に担ってきた伐出業者としての

側面にはほとんど触れなかった。

笠井の後，吉野林業史研究を深化させたのは１９７６～１９９０年にかけての研究をま

とめた泉英二（１９９２）である。主に川上郷（現川上村）の史料をもとに，「材木

商人」を中心に据えて，近世吉野林業の生産・流通構造を解明したのである。山

元の「材木商人」の木材生産を中心とした種々の活動，彼らによる焼畑造林にも

とづく農民的育林業の成立，また「材木商人」たちの広域的連帯などが明らかに

された。泉によってはじめて近世の吉野林業の構造的な実態が解明された。加藤

衛拡（１９８４・１９９３c），赤羽武他編（１９８７～１９９２）は広範な史料調査からこうした

構造の近世・近代にわたる解明をめざし，谷彌兵衛（２０００・２００１）が材木商人を

照射する研究を進めている。

歴史地理学から吉野林業について分析したのは藤田佳久（１９９５・１９９８）であ

る。育成林の形成システムやその育林技術の全国への影響を明らかにした。松尾

容孝（１９８６・１９８９）は育成林やその売買について，米家泰作（２００２）は近世初期

の林野利用について言及している。

西川が指摘した農民的林業の展開では，京都近郊の丹波国山国庄の社会経済構

造について同志社大学人文科学研究所編（１９６７）があり，その研究グループの一

人藤田叔民（１９７３）は山国在郷材木商人の筏商としての活動を運材史としてまと

めた。本吉瑠璃夫（１９８３）は近世から近代を通じた山国林業の展開過程を解明し

た。

市場は江戸・東京になるが，紀伊国尾鷲林業については大山林地主の形成過程

に関する速水融（１９５８）・笠原六郎（１９８５）がある。伊勢国松坂領川俣谷につい

ては，成田雅美（１９９７）が在郷商人による製茶の生産・販売を中心とする経営展

開と，これと密接に結合する山林の集積・経営の実態を解明した。

２） 江戸・東京近郊林業地帯

一方，江戸・東京近郊の代表的な育成林業に西川林業がある。荒川支流の入間

川・高麗川上流域，武蔵国（現埼玉県・東京都・神奈川県東部）西部山間地域に

展開した。吉野林業と同様にまず育成過程が取り上げられ，鈴木尚夫・岡村明達

（１９５１）や秦玄竜（１９５７）は，特徴的に発達した「分収林業」に焦点を当てた。

しかし，西川善介（１９６６）が材木商経営を取り上げたことにより，以後実証的研

究が進展した。加藤衛拡（１９８２・１９８７・１９８９・１９９３a・１９９３b・２００２・２００４・

２００５），脇野博（１９８５），丸山美希（２００２・２００３）である。材木商経営を中心に，

焼畑から薪炭・用材林への転換，製炭生産・材木生産と社会構造，山村豪農の経

営構造と情報収集，筏仲間の役割，首都近郊山村の近代的展開など，林業史とし

てばかりでなく山村史の視点からも解明されている。

関東の林業地帯の分析としては，松村安一（１９５６・１９７５）による東京の四谷林

業・青梅林業の分析，阿部昭（１９８９）による下野国（現栃木県）鬼怒川の筏商人

の分析がある。

（加藤 衛拡）
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を林野制度の問題の中心に位置づけ，その内実を問うものである。第２に林業発

展論にかかわるものである。第３に山林の種類，林野支配行政機構などの林野制

度を概説的にまたは詳細に紹介するものあり，地方史・産業史研究のなかでこれ

らを扱うものもこのタイプに属する。

まず第１のタイプであるが，会津藩の御林山は民有地の収奪により成立したと

する庄司吉之助（１９５４）は，国有林野の解放・払下問題を直接的な契機として生

まれた論文である。西川善介（１９５７）は近世林野制度の実態把握のため御林を重

視し，幕府直轄領の飛騨，尾張藩の木曽谷を対象とするが，前者で御林の本質

を，後者で農民の林野所持の実態を明らかにした。全山御林といわれた飛騨の分

析では，「御林の実態は備えていたものは僅かに御留山だけ」３）さらに「御留山

の領主所有の性格は」「運上金の徴収権にとどまった」４）と論じた。

御林の重視は大崎六郎も同様である。大崎（１９５８）は国有林野形成の中核とさ

れた御林は「幕府または各藩の直接管理経営したものとして律するのは適当では

ない」５）とした。また，大崎（１９６１）は，近世における治者と被治者の「複合

体」による林野制度，そして「被治者」の「担い手」への生長といった歴史認識

を示し，林野制度は明治期以降において国の独占物ではありえないことを示唆し

た。菅野俊作（１９６０）は，南部藩の藩営林は「預山」であり，その構造は「領主

権と農民的占有の封建的統一を基本的な骨格」６）としていたと特徴づけた。いず

れも，近世の御林と明治初期の官林形成との関係に大きな問題を提起した。

第２のタイプとして，塩谷勉（１９５９）の部分林研究がある。この著書は近世・

近代を通じた分析であるが，近世の林野制度の一部を構成する部分林は，「林業

生産力発展の立役者」「林業近代化の推進に与った」７）と位置づけ，また藩領主

と造林者の分収関係については「貢租」の一部と規定した。林業の近代化という

新しい視点を示した。

第３のタイプとして，林野庁編（１９５４）をまずあげなければならない。これに

は幕府領をはじめ主要な３５諸藩の林野制度が網羅されている。上記の論文や著書

と時期的に前後する個別論文として，松木侃（１９６０）の津軽藩，村井英夫・高橋

秀夫（１９６０）の秋田藩，島崎丞（１９５７）と原田英子（１９６０）の加賀藩，宮下一郎

（１９６２）の高遠藩，津川正幸（１９５６）の阿波藩，平尾道雄（１９５６）の土佐藩，森

田誠一（１９５３）の肥後藩に関する論考がある。

また，１９６０年代後半とりわけ６７年前後に，林野制度と御林に関わる論文が増加

する。国有林解放運動や国有林の地元利用が再び注目を集めた時期であり，こう

した事情を多かれ少なかれ反映していると思われる。庄司吉之助（１９６６）は関連

する会津藩の既報論文をとりまとめ，この他に松村安一（１９６８）の水戸藩，中島

明（１９６７）の前橋藩，竹内利美（１９６８）の南部藩の分析がある。

１９７０年代に土地問題に関連する林野制度研究は，退潮の過程に入る。しかし，

戦後ひとつの流れとなった地方史・産業史研究と関連するものはこの時期に大き

く展開し，また藩政史研究等のなかで林野制度をあつかうものあらわれた。

地方史研究のなかから生まれてきたと思われるものでは，西川善介（１９７０），

平沢清人（１９７２），高瀬保（１９８０），若林喜三郎（１９８０），丹羽邦男（１９８２），山口

隆治（１９８７・１９９８・２００３）の仕事をあげることができる。西川は御林の成立・利

用をタイプにわけるという方法を示して愛知県北設楽郡の御林を分析した。高

瀬・若林・山口により加賀藩の御林と林野制度の研究はさらに進んだ。丹羽は，

飛騨における元禄１５年，享保１２年，天保１４年の３回の山林調査の分析から，天保

１４年には「一円御林山」８）という観念は，実態と乖離しているとした。

産業史研究としては，これも西川による一連の林業史研究があるが，林野制度

史との関連が深いのは所三男の研究（１９６５・１９７０・１９７８・１９８０）である。所

（１９８０）は幕府・松代藩・松本藩そして尾張藩の御林について論述し，尾張藩の

木曽山については，初期の林材統制，寛文の林政改革，享保の林政改革と林野制

度の展開を明らかにして，享保の林政改革による全山御林山化，過酷な禁伐とそ

の後の育成林業の展開の成果が，豊かな森林蓄積の「木曽山林を新政府へ上

地」９）であったと評価した。

藩政史研究等と関連するものでは，峯村秀夫（１９６７）が諏訪藩史研究の一環と

して同藩の山林政策について論じており，７０年代はいると幕府代官領研究との関

連で浅井潤子の研究が現れる。浅井潤子（１９７０・１９７７）では，伊豆幕府御林山を

対象とし幕府・代官・御山守という管理・保護体制の内実を検討し，江戸に向け

た木炭を生産するここでは飛騨の御林とは異なって代官に権限がなく，実質的に

は御林地付村の代表・御山守による管理であることを明らかにした。
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浅井は領有・知行関係の複雑であった伊豆天城地方の幕府御林を研究の対象と

したが，こうした事情は関東周辺の幕府御林に共通するものであった。１９８０年代

にはいるとこれら地域の御林を対象とした大友一雄（１９８４・１９８６・１９８８・

２００１），貝塚和実（１９８９），酒井右二（１９８９），佐藤孝之（１９８８・２０００），山本英二

（１９９８・１９９９）の研究がみられる。大友一雄は，御林の役割と機能という視角か

ら江戸近国の御林をとりあげ，そこでは飛騨などの御林にみられる建築用材生産

とは異なり，木炭生産さらに幕末には船材などの御用材仕出，新田開発などの機

能とその変化を問題とした。

（２） 近代の林野制度史研究

山林原野の地租改正・官民有区別から部落有林の整理統一事業までの過程を扱

った島田錦蔵（１９４１）の近代林野制度研究は，この分野の先駆けであろう。山崎

慎吾（１９５０）は，明治期に形成された林野所有を国家的林野所有，地主的林野所

有，部落共同体的林野所有の３類型に区分し，国家的林野所有の形成を「農民的

土地所有に対立する『日本型エンクロージャー』」１０）と規定した。岡村明達

（１９５５）もまた，官林・国有林の形成と部落有林野の整理統一を，政府による入

会地の囲込，農民の入会利用排除の過程としてとらえた。林業発達史調査会編

（１９６０）は，官有林の形成（国有林と御料林），民有林の形成（公有林野と私有林

野）つまり近代的な林野制度の形成について，いわば林野庁の正史としての見解

をしめすものであった。また，小関隆祺（１９６２）は内国植民地・北海道における

林野制度の形成を明らかにした。

その後，こうした近代の林野制度を総体として検討する論文は少なくなるが，

筒井迪夫（１９７８）は，明治期に確立した林政の特質を「森林管治主義」１１）「官林

主義」１２）ととらえ，官林・国有林の管理・経営方針であった施業案主義が，森林

からの住民排除を合理化する根拠となったと論じた。また，１９９０年代に入り国有

林経営の帰趨が問題となるなかで，三井昭二（１９９３・１９９４）は，林野改組の土地

改革的な性格，二重所有の否定と入会林野の存在，国家による林野利用権の収

奪，国有・公有・私有と多様な所有形態を近代的林野所有の歴史的特質とみて，

その政策の展開過程を分析した。

さて，近代の林野制度に関わる個別的実証的研究は，地租改正・官民有区別・

官林の創出過程にひとつの焦点がある。福島正夫（１９６２）は，山林原野の地租改

正・官民有区別を「基本的に今日の山林所有権の性格を規定する」１３）過程ととら

えた。関順也（１９６７），有元政雄（１９６８），福島正夫（１９６８）も，地租改正研究の

単著のなかに一章を設けて山林原野の地租改正，官民有区別を体系的に論じた。

官民有区別等にかかわる主な論文を地域別にみると，まず児玉幸多（１９４３）は

秋田県において官民有区別よりも官林調査による官林編入の多いことを明らかに

した。東北については，菅野俊作・安孫子麟（１９５６）・菅野俊作（１９６５）の岩手

県，立石友男（１９８０）の山形県庄内に関する研究がある。また児玉幸多（１９６１）

に始まる旧尾張藩の明山の官民有区別・官林調査と下戻運動にかかわる研究は，

丹羽邦男（１９７１・１９８２・１９８４・１９８５・１９８６・１９９１）・町田正三（１９７４・１９７８・

１９８２）・大島真理夫（１９７７・１９７９・１９８１）そして北條浩（１９８０・１９８３）と引き継

がれ，岐阜県と長野県を対象とする研究がとくに深化をみせた。北條の木曽谷研

究は，最も包括的でかつ詳細な林野官民有区別研究であるが，政府が官民有区別

法令により農民から入会林野を収奪したとする通説には否定的である。また北條

浩（１９９４）は，明治維新から地租改正・官民有区別期における研究の空白部分，

とくに官林の創出過程に改めて焦点をあてた。この他に官林地域の研究として笠

井恭悦（１９８９）の栃木県，北條浩（１９９７）の山梨県があり，民有林地域をとりあ

げたものとして有元正雄（１９６０）の広島県，本吉瑠璃夫（１９８３）・山田達夫（１９７５

－７６）の京都府，成田雅美（１９９６・２００３・２００４）の三重県がある。

（成田 雅美）

４． 林業技術史

戦前期は，各地域林業における林業技術の記録やその技術の長短を論じるとい

う研究成果が中心であった。これらの成果は，日本の林業技術の歴史的展開の特

質を明らかにするという問題意識が希薄であったために，林業技術史の成果とし

て位置づけることは困難であるが，戦後の林業技術史研究の貴重な資料としての

価値を有した。
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戦後，日本の林業技術史を体系的に把握し，その後の技術史研究の基盤になる

成果が相次いで刊行された。日本学士院日本科学史刊行会編（１９５９）は，原始か

ら近世までの林業技術全般をとりあげ，技術の発達過程及び各時代の特徴を具体

的に示した。次いで，日本林業技術協会編（１９７２～７６）が地域ごとに特色をもつ

林業技術の発展の姿を明らかにした。また，日本科学史学会編（１９７０，１９７１）に

は，「林業技術の動向」及び「国有林経営を中心とする林業技術の展開」と題し

て近代以降の国有林や吉野を中心にした民有林における造林・伐出技術に関する

文献が抄録され，近代林業技術史を俯瞰する資料を手にすることができた。これ

らの諸成果によって，古代から近代までの林業技術の展開の様子を，まずは把握

することが可能になった。

しかし，日本学士院日本科学史刊行会編（１９５９）は近世技術を木曽林業に代表

させていることから，木曽の林業技術を近世林業技術として理解してしまう危険

性があった。また，日本林業技術協会編（１９７２～７６）は近代林業技術の展開を跡

づけるという意図のもとに編集されたために，近代中心の記述になった。こうし

たことから，木曽以外にも日本各地に存在した地域林業において多様な展開を見

せたと思われる近世林業技術の総体を明らかにするにはいたっていないこと，ま

た近世を含む前近代と近代の林業技術の関わりが明らかになっていないことなど

が問題点として指摘できる。

一方，上記の研究成果は育林と伐出の両分野にわたる林業技術総体を対象とし

ていたが，個別研究においては育林技術と伐出技術の二つの分野に分離して，研

究が行われてきたといえよう。育林技術分野においては，近世から近代における

吉野・山国など杉の人工造林地帯が主な研究対象にされ，それらの林業地におけ

る育林技術の歴史的展開の究明が精力的に進められた。田中波慈女（１９５４），松

村安一（１９６７），岩水豊（１９７０），本吉瑠璃夫（１９８１）などがあげられる。これら

の研究成果の多くは，各林業地の地域的特性に応じた独自の育林技術が近世期に

成立しつつあったことを明らかにした。こうした個別地域林業ごとの研究成果を

総合し，近世から近代への育林技術の歴史的展開を俯瞰するために，藤田佳久

（１９８１）は近代に発展する育林技術の原型がすでに近世期に成立していたことを

指摘し，近世から近代に至る育林技術史の歴史的特質の解明を一歩進めた。

他方，研究蓄積が進んだ育林技術分野に対して，伐出技術分野においては個別

研究の進展はあまりみられなかった。ただし，技術史的な問題意識には乏しいも

のの，林業労働に関する研究において，伐出技術の実態を明らかにした成果があ

る程度の蓄積をみた。この成果としては，１９６０年代の西川善介（１９６４・１９６６）に

よる通説化した組頭制度に対する批判がある。西川は，近世林業における領主的

林業と農民的林業の同時併存というもとで，林業労働もこの両者に対応して質的

に異なった二類型，即ち，伐出労働を主として必要とした領主的林業における

「組」集団による請負労働と，育林労働及び伐出労働の双方を必要とした農民的

林業における林業経営者を雇用主とする直傭労働が存在すると主張した。西川は

二類型抽出の過程で，伐出労働にも注目したため，近世期の伐出技術の実態をあ

る程度明らかにした。また，近世の伐出労働に関しては木曽を対象にした研究が

進み，主なものとして所三男（１９８０）や藤吉信博（１９６８・１９６９）の研究がある。

所は，木曽山林における林業労働者の稼働状況を，伐木・造材労働者である杣と

運材労働者である日用のあり方の検討を通して，その組織・賃金・稼働の特徴を

具体的に明らかにし，藤吉も所と同様に木曽の杣・日用をとりあげ，伐出事業主

の経営も含め，杣・日用の階層・支配関係などより踏み込んだ分析を行った。こ

れらの労作を通じて木曽の伐出技術の実態はより具体的に明らかになったといえ

よう。

このように伐出技術については，その歴史的展開を俯瞰し特質を把握するとい

う問題意識は希薄であったが，小林裕（１９８１）は，資本主義展開との関連で明治

以降１００年間の伐出技術発展の仕組みを，労働手段（用具）の変化と労働組織等

への影響という観点から，複数の林業地域を対象にして歴史的に分析し，伐出技

術が人力―道具―機械力という発展を遂げることを明らかにした。本書では労働

手段の変化は前近代からの技術との関連で述べられている部分も散見され示唆に

富むが，前近代技術そのものの解明までには至らなかった。その後，近代以前に

存在した在来技術と近代技術の連関に力点をおき分析することで，近世技術と近

代技術の連続性と非連続性の双方を視野に入れ，さらに木曽中心を脱却した伐出

技術史構築を意図した研究が脇野博（１９９４・２００２）によって進められた。

一方，近年の環境問題との関わりから，伐出や造林のみならず，薪炭，椎茸，
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樟脳などの林産物生産も含めた総体的な山野利用とそこでみられた技術への関心

が高まり，加藤衛拡（１９９５・１９９９）は「前近代社会における人間による山や野に

対するはたらきかけのさまざまな技術を著した」１４）ものを「山林書」１５）と位置づ

け，その分析を精力的に進めており，従来の育林技術と伐出技術の二分化を克服

する動向として注目できる。この研究には，近世農書・明治農書のシリーズにお

いて山林書そのものを取り上げた赤羽武編（１９８４），佐藤常雄・徳永光俊・江藤

彰彦編（１９９５・１９９７）のほか，「特産」・「農産加工」を取り上げた佐藤常雄・徳

永光俊・江藤彰彦編（１９９３・１９９４・１９９８）があげられる。

（脇野 博）

５． 林業史研究の課題

わが国の農業が歴史的に稲作という共通項を基盤として地域的連続性があるの

に対して，林業にはそうした共通項は少なく地域的多様性が大きい点に特徴があ

る。それは技術的にはもちろん制度的にも同様である。加えて近世・近代におけ

る林業や森林は広域な地域経営における地域資源管理・利用の一環として位置づ

けられており，林業だけを抽出して問題とされる局面は少なく，ましてそれのみ

の経済合理性の追求はなかったと言っても過言ではない。しかし，戦後の一時

期，林業は画一的な用材資源造成に特化され，自立した産業であるかのように想

定された。ここに現代の林業問題の根元が存在する。地域社会・地域経済におけ

る森林・林業の多様なあり方と位置について，政策も考慮に入れつつ実証的に捉

えなおし，近世・近代，そして現代を通して解明することが必要であろう。特に

「多様性」と「共同」が再評価される時代背景のもと，林業や森林の未来を見定

めるために林業史研究の意義は高まっている。

（加藤 衛拡）

【注および引用文献】

１）西川善介（１９６６）６０頁

２）笠井恭悦（１９６２）１１２頁

３）西川善介（１９５７）１２６頁

４）同前１６６頁

５）大崎六郎（１９５８）１９頁

６）菅野俊作（１９６０）５２～５３頁

７）塩谷勉（１９５９）５５１頁

８）丹羽邦男（１９８２）９３頁

９）所三男（１９８０）６３１頁

１０）山崎慎吾（１９５０）５頁

１１）筒井迪夫（１９７８）１頁

１２）同前�頁

１３）福島正夫（１９６２）５１１頁

１４）加藤衛拡（１９９５）６頁

１５）山林書に関する研究には、次のような翻刻・解題がある。

（１）赤羽武編（１９８４）：①森庄一郎「吉野林業全書―插画」加藤衛拡翻刻・注記、赤羽

武・加藤衛拡解題／②田中長嶺「炭焼手引草」加藤衛拡翻刻・注記、赤羽武・加藤

衛拡解題／③楢崎圭三「楢崎式椎茸養成法」中村克哉翻刻・注記・解題

（２）佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編（１９９５）：①加藤衛拡「総合解題 近世の林業と

山林書の成立」／②栗谷川仁右衛門「山林雑記（陸中）」八重樫良暉翻刻・現代語

訳・注記・解題／③興野隆雄「太山の左知（下野）」加藤衛拡翻刻・現代語訳・注

記・解題

（３）佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編（１９９７）：①山内広通ほか「弐拾番山御書付（長

門・周防）」脇野博翻刻・現代語訳・注記・解題／②蔡温ほか「林政八書全（琉

球）」沖縄県編、加藤衛拡翻刻・現代語訳・注記・解題

（４）佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編（１９９３）：〈椎茸〉佐藤成裕「五瑞編」中村克哉翻

刻・現代語訳・注記・解題

（５）佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編（１９９４）：〈漆〉成田五右衛門「漆木家伝書（陸

奥）」福井敏隆翻刻・現代語訳・注記・解題

（６）佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編（１９９８）：①〈紙〉国東治兵衛「紙漉重宝記」柳

橋眞校翻刻・現代語訳・注記・解題／②〈漆器〉著者不詳「塗物伝書（陸奥）」佐藤

武司翻刻・現代語訳・注記・解題／③〈炭〉山元藤助「紀州熊野炭焼法一条并山産

物類見聞之成行奉申上候書附（日向）」加藤衛拡翻刻・現代語訳・注記・解題／④

〈樟脳〉著者不詳「樟脳製造法」伊藤寿和翻刻・現代語訳・注記・解題
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Ⅱ 林業史関連文献

１．阿部昭『近世村落の構造と農業経営』文献出版，１９８８年

２．阿部正昭『大山林地主の成立－商人資本による山林所有の成立過程－』日本林業調査

会，１９６０年

３．赤羽武編『明治農書全集 第１３巻 林業・林産』農山漁村文化協会，１９８４年

４．赤羽武他編『吉野林業史料集成 第１～１０巻』筑波大学農林学系，１９８７～１９９２年

５．有木純善『林業地帯の形成過程－木頭林業の展開構造－』日本林業技術協会，１９７４年

６．有元正雄「山林原野における地租改正」『史学雑誌』６９（９），１９６０年 a

７．有元正雄「広島県における山林原野の地租改正」『芸備地方史研究』（３１），１９６０年 b

８．有元正雄『地租改正と農民闘争』新生社，１９６８年

９．浅井潤子「幕府御林山における林業生産」『史料館研究紀要』（３），１９７０年

１０．浅井潤子「御林山における幕府林業政策」『日本歴史』（３５１），１９７７年

１１．大日本山林会『日本林業発達史』編纂委員会編『日本林業発達史』大日本山林会，１９８３

年

１２．同志社大学人文科学研究所編『林業村落の史的研究－丹波山国郷における－』ミネル

ヴァ書房，１９６７年

１３．藤田佳久「近世における育林技術体系の地域性」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和

５５年度），１９８１年

１４．藤田佳久『日本・育成林業地域形成論』古今書院，１９９５年

１５．藤田佳久『吉野林業地帯』古今書院，１９９８年

１６．藤田叔民『近世木材流通史の研究－丹波材流通の発展過程－』新生社，１９７３年

１７．藤吉信博「封建的林業経営と雇傭労働者の存在形態」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和４２年度），１９６８年

１８．藤吉信博「木曽の林業における庄屋と仕出元締－木曽王滝村松原家の林業経営－」『徳

川林政史研究所研究紀要』（昭和４３年度），１９６９年

１９．福島正夫『地租改正の研究』有斐閣，１９６２年

２０．福島正夫『地租改正』吉川弘文館，１９６８年

２１．福本和夫『新・旧山林大地主の実態』東洋経済新報社，１９５５年

２２．船越昭治「地租改正の林業史的意義」『林業経済』No．７３，１９５４年

２３．船越昭治「成立期国有林の歴史的意義」『林業経済』No．１００，１９５７年

２４．船越昭治『日本林業発展史』地球出版，１９６０年

２５．古島敏雄編『日本林野制度の研究』東京大学出版会，１９５５年

２６．萩野敏雄『日本近代林政の基礎構造－明治構築期の実証的研究－』日本林業調査会，１９８４

年

２７．萩野敏雄『日本近代林政の発達過程－その実証的研究－』日本林業調査会，１９９０年

２８．萩野敏雄『日本現代林政の激動過程－恐慌・十五年戦争期の実証－』日本林業調査

会，１９９３年

２９．萩野敏雄『日本現代林政の戦後過程－その五十年の実証－』日本林業調査会，１９９６年

３０．半田良一「林業経営と林業構造」『林業経済』No．２２４，１９６７年，後に森巌夫編『昭和後

期農業問題論集 ２３ 林業経済論』農山漁村文化協会，１９８３年，所収

３１．半田良一『林業経営』地球社，１９７２年，同，訂正版，１９７５年

３２．原田英子「加賀藩の山廻役」『史論』（８），１９６０年

３３．秦玄竜『西川林業発達史』林業発達史調査会編『林業発達史資料』（６８），１９５７年

３４．服部希信『林業経済研究』西ヶ原刊行会，１９４０年

３５．速水融「大山林地主の形成過程－紀州尾鷲における－」農業発達史調査会編『日本農

業発達史 別巻上』中央公論社，１９５８年，後に速水融『日本経済史への視角』東洋経済新

報社，１９６８年所収

３６．平尾道雄『土佐藩林業経済史』高知市立市民図書館，１９５６年

３７．平沢清人「伊那の『榑木奉行』『榑木山』考」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４６年

度），１９７２年

３８．北條浩『明治地方体制の展開と土地変革』御茶の水書房，１９８０年

３９．北條浩『明治国家の林野所有と村落構造』御茶の水書房，１９８３年

４０．北條浩「地租改正と国有林の成立」『林業経済』No．４５９，１９８７年

４１．北條浩『明治初年地租改正の研究』御茶の水書房，１９９２年

４２．北條浩『日本近代林政史の研究』御茶の水書房，１９９４年

４３．北條浩『地券制度と地租改正』御茶の水書房，１９９７年

４４．岩水豊「江戸・明治期における吉野林業の育林技術」『林業経済』No．２５５，１９７０年

４５．泉英二「江戸時代における吉野林業の木材生産流通構造」『京都大学農学部附属演習林

報告』（４５），１９７３年

４６．泉英二「吉野林業に関する二・三の検討」松島良雄教授退官記念論文集刊行委員会編

『林政研究－松島良雄教授退官記念論文集－』農林出版，１９７６年

４７．泉英二「吉野林業の展開－近世村落構造の検討を中心として－」半田良一編著『日本

の林業問題－紀伊半島における林業の展開構造－』ミネルヴァ書房，１９７９年
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Ⅱ 林業史関連文献

１．阿部昭『近世村落の構造と農業経営』文献出版，１９８８年

２．阿部正昭『大山林地主の成立－商人資本による山林所有の成立過程－』日本林業調査

会，１９６０年

３．赤羽武編『明治農書全集 第１３巻 林業・林産』農山漁村文化協会，１９８４年

４．赤羽武他編『吉野林業史料集成 第１～１０巻』筑波大学農林学系，１９８７～１９９２年

５．有木純善『林業地帯の形成過程－木頭林業の展開構造－』日本林業技術協会，１９７４年

６．有元正雄「山林原野における地租改正」『史学雑誌』６９（９），１９６０年 a

７．有元正雄「広島県における山林原野の地租改正」『芸備地方史研究』（３１），１９６０年 b

８．有元正雄『地租改正と農民闘争』新生社，１９６８年

９．浅井潤子「幕府御林山における林業生産」『史料館研究紀要』（３），１９７０年

１０．浅井潤子「御林山における幕府林業政策」『日本歴史』（３５１），１９７７年

１１．大日本山林会『日本林業発達史』編纂委員会編『日本林業発達史』大日本山林会，１９８３

年

１２．同志社大学人文科学研究所編『林業村落の史的研究－丹波山国郷における－』ミネル

ヴァ書房，１９６７年

１３．藤田佳久「近世における育林技術体系の地域性」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和

５５年度），１９８１年

１４．藤田佳久『日本・育成林業地域形成論』古今書院，１９９５年

１５．藤田佳久『吉野林業地帯』古今書院，１９９８年

１６．藤田叔民『近世木材流通史の研究－丹波材流通の発展過程－』新生社，１９７３年

１７．藤吉信博「封建的林業経営と雇傭労働者の存在形態」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和４２年度），１９６８年

１８．藤吉信博「木曽の林業における庄屋と仕出元締－木曽王滝村松原家の林業経営－」『徳

川林政史研究所研究紀要』（昭和４３年度），１９６９年

１９．福島正夫『地租改正の研究』有斐閣，１９６２年

２０．福島正夫『地租改正』吉川弘文館，１９６８年

２１．福本和夫『新・旧山林大地主の実態』東洋経済新報社，１９５５年

２２．船越昭治「地租改正の林業史的意義」『林業経済』No．７３，１９５４年

２３．船越昭治「成立期国有林の歴史的意義」『林業経済』No．１００，１９５７年

２４．船越昭治『日本林業発展史』地球出版，１９６０年

２５．古島敏雄編『日本林野制度の研究』東京大学出版会，１９５５年

２６．萩野敏雄『日本近代林政の基礎構造－明治構築期の実証的研究－』日本林業調査会，１９８４

年

２７．萩野敏雄『日本近代林政の発達過程－その実証的研究－』日本林業調査会，１９９０年

２８．萩野敏雄『日本現代林政の激動過程－恐慌・十五年戦争期の実証－』日本林業調査

会，１９９３年

２９．萩野敏雄『日本現代林政の戦後過程－その五十年の実証－』日本林業調査会，１９９６年

３０．半田良一「林業経営と林業構造」『林業経済』No．２２４，１９６７年，後に森巌夫編『昭和後

期農業問題論集 ２３ 林業経済論』農山漁村文化協会，１９８３年，所収

３１．半田良一『林業経営』地球社，１９７２年，同，訂正版，１９７５年

３２．原田英子「加賀藩の山廻役」『史論』（８），１９６０年

３３．秦玄竜『西川林業発達史』林業発達史調査会編『林業発達史資料』（６８），１９５７年

３４．服部希信『林業経済研究』西ヶ原刊行会，１９４０年

３５．速水融「大山林地主の形成過程－紀州尾鷲における－」農業発達史調査会編『日本農

業発達史 別巻上』中央公論社，１９５８年，後に速水融『日本経済史への視角』東洋経済新

報社，１９６８年所収

３６．平尾道雄『土佐藩林業経済史』高知市立市民図書館，１９５６年

３７．平沢清人「伊那の『榑木奉行』『榑木山』考」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４６年

度），１９７２年

３８．北條浩『明治地方体制の展開と土地変革』御茶の水書房，１９８０年

３９．北條浩『明治国家の林野所有と村落構造』御茶の水書房，１９８３年

４０．北條浩「地租改正と国有林の成立」『林業経済』No．４５９，１９８７年

４１．北條浩『明治初年地租改正の研究』御茶の水書房，１９９２年

４２．北條浩『日本近代林政史の研究』御茶の水書房，１９９４年

４３．北條浩『地券制度と地租改正』御茶の水書房，１９９７年

４４．岩水豊「江戸・明治期における吉野林業の育林技術」『林業経済』No．２５５，１９７０年

４５．泉英二「江戸時代における吉野林業の木材生産流通構造」『京都大学農学部附属演習林

報告』（４５），１９７３年

４６．泉英二「吉野林業に関する二・三の検討」松島良雄教授退官記念論文集刊行委員会編

『林政研究－松島良雄教授退官記念論文集－』農林出版，１９７６年

４７．泉英二「吉野林業の展開－近世村落構造の検討を中心として－」半田良一編著『日本

の林業問題－紀伊半島における林業の展開構造－』ミネルヴァ書房，１９７９年
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４８．泉英二「吉野林業の形成過程」『林業経済』No．４３１，１９８４年

４９．泉英二「近世吉野地方における山元材木商人の活動」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和６１年度），１９８７年

５０．泉英二「吉野林業について－研究史の整理を中心として－」『林業経済』No．４８２，１９８８

年

５１．泉英二「『吉野林業論』の現段階」『林業経済』No．４８３，１９８９年 a

５２．泉英二「近世初期における建築様式の転換と吉野林業」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和６３年度），１９８９年 b

５３．泉英二「『吉野林業』の発展過程に学ぶ」内山節編著『＜森林社会学＞宣言－森と社会

の共生を求めて－』（有斐閣選書）有斐閣，１９８９年 c

５４．泉英二「小生産者と村落共同体－吉野地方山元材木商人の検討を通して－」『徳川林政

史研究所研究紀要』（２４），１９９０年

５５．泉英二「吉野林業の展開過程」『愛媛大学農学部紀要』３６（２），１９９２年

５６．籠橋俊光「御用留に見る水戸藩大山守・山横目の御用」『茨城県史研究』（７９），１９９７年

５７．貝塚和実「秩父山地における幕府の山林支配と生業（１）」『徳川林政史研究所研究紀

要』（２３），１９８９年

５８．笠原六郎「尾鷲林業の成立と展開」『三重大学農学部演習林報告』（１４），１９８５年

５９．笠井恭悦「吉野林業の発展構造」宇都宮大学農学部『学術報告特輯』（１５），１９６２年

６０．笠井恭悦『林野制度の発展と山村経済』『近代土地制度史研究叢書』（３）御茶の水書

房，１９６４年

６１．笠井恭悦「公有地官民有区分の政府方針（１）」『林業経済』No．４２５，１９８４年

６２．笠井恭悦「国有林野の成立－公有林官民有区分を中心に－」『林業経済研究』No．１１０，１９８６

年

６３．笠井恭悦「公有地官民有区別をめぐる諸説の検討」『林業経済』No．４６３，１９８７年

６４．笠井恭悦「公有地官民有区別と栃木県の実施過程」『宇都宮大学農学部演習林報告』

（２６），１９８９年

６５．加藤衛拡「西川林業発生史に関する一考察－武州秩父郡下名栗村の事例を通して－」

『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５６年度），１９８２年

６６．加藤衛拡「『吉野林業全書』の研究」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５８年度），１９８４

年

６７．加藤衛拡「江戸地廻り山村の豪農経営－武州西川町田家を中心として－」『徳川林政史

研究所研究紀要』（昭和６１年度），１９８７年

６８．加藤衛拡「西川林業の近世的展開」『林業経済』No．４８３，１９８９年

６９．加藤衛拡「林業史研究の方法－『林業の経済的構成概念』整理の意義－」『林業経済』

No．５２９，１９９２年

７０．加藤衛拡「武州山之根筋における寛文検地の基礎的研究」『学習院大学史料館紀要』

（７），１９９３年 a

７１．加藤衛拡「寛文検地と切替畑－武州西川地方における『山』利用と林野所持－」『徳川

林政史研究所研究紀要』（２７），１９９３年 b

７２．加藤衛拡「吉野林業史の研究視角と史料調査」『地方史研究』４３（６），１９９３年 c

７３．加藤衛拡「近世の林業と山林書の成立」佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書

全集 第５６巻 林業１』農山漁村文化協会，１９９５年

７４．加藤衛拡「共生時代の山利用と山づくり」山田勇編『森と人のアジア－伝統と開発の

はざまに生きる－』昭和堂，１９９９年

７５．加藤衛拡「山村豪農の問題関心と情報収集－武蔵国秩父郡上名栗村平沼家『古今稀成

年代記』を中心に－」『徳川林政史研究所研究紀要』（３６），２００２年

７６．加藤衛拡「名栗村の四〇〇年」さいたま民俗文化研究所編『名栗の民俗（上）』名栗村

教育委員会，２００４年

７７．加藤衛拡「首都近郊山村確立期における来訪者とその意義－埼玉県秩父郡名栗村槙田

屋宿帳の分析を中心に－」『徳川林政史研究所研究紀要』（３９），２００５年

７８．勝矢倫生「広島藩における林野政策に関する基礎的考察（１）」『尾道短期大学研究紀

要』（２８），１９７９年

７９．川内村編『川内村国有林野引戻し運動史』川内村，１９９４年

８０．小林裕『林業生産技術の展開－その近代化１００年の実証的研究－』日本林業調査会，１９８１

年

８１．児玉幸多「秋田県の山林地租改正」『経済史研究』２９（２），１９４３年

８２．児玉幸多「木曽山林の地租改正」『法政史学』（１４），１９６１年

８３．米家泰作『中・近世山村の景観と構造』校倉書房，２００２年

８４．小関隆祺「北海道林業の発展過程」『北海道大学農学部演習林研究報告』２２（１），１９６２

年

８５．京都大学人文科学研究所林業問題研究会編『林業地帯－奈良県吉野林業地帯と徳島県

木頭林業地帯の歴史と現状－』高陽書院，１９５６年

８６．町田正三「長野県における山林原野地租改正の実施過程（１～３）」『信濃』２６（９・

１１・１２），１９７４年
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４８．泉英二「吉野林業の形成過程」『林業経済』No．４３１，１９８４年

４９．泉英二「近世吉野地方における山元材木商人の活動」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和６１年度），１９８７年

５０．泉英二「吉野林業について－研究史の整理を中心として－」『林業経済』No．４８２，１９８８

年

５１．泉英二「『吉野林業論』の現段階」『林業経済』No．４８３，１９８９年 a

５２．泉英二「近世初期における建築様式の転換と吉野林業」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和６３年度），１９８９年 b

５３．泉英二「『吉野林業』の発展過程に学ぶ」内山節編著『＜森林社会学＞宣言－森と社会

の共生を求めて－』（有斐閣選書）有斐閣，１９８９年 c

５４．泉英二「小生産者と村落共同体－吉野地方山元材木商人の検討を通して－」『徳川林政

史研究所研究紀要』（２４），１９９０年

５５．泉英二「吉野林業の展開過程」『愛媛大学農学部紀要』３６（２），１９９２年

５６．籠橋俊光「御用留に見る水戸藩大山守・山横目の御用」『茨城県史研究』（７９），１９９７年

５７．貝塚和実「秩父山地における幕府の山林支配と生業（１）」『徳川林政史研究所研究紀

要』（２３），１９８９年

５８．笠原六郎「尾鷲林業の成立と展開」『三重大学農学部演習林報告』（１４），１９８５年

５９．笠井恭悦「吉野林業の発展構造」宇都宮大学農学部『学術報告特輯』（１５），１９６２年

６０．笠井恭悦『林野制度の発展と山村経済』『近代土地制度史研究叢書』（３）御茶の水書

房，１９６４年

６１．笠井恭悦「公有地官民有区分の政府方針（１）」『林業経済』No．４２５，１９８４年

６２．笠井恭悦「国有林野の成立－公有林官民有区分を中心に－」『林業経済研究』No．１１０，１９８６

年

６３．笠井恭悦「公有地官民有区別をめぐる諸説の検討」『林業経済』No．４６３，１９８７年

６４．笠井恭悦「公有地官民有区別と栃木県の実施過程」『宇都宮大学農学部演習林報告』

（２６），１９８９年

６５．加藤衛拡「西川林業発生史に関する一考察－武州秩父郡下名栗村の事例を通して－」

『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５６年度），１９８２年

６６．加藤衛拡「『吉野林業全書』の研究」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５８年度），１９８４

年

６７．加藤衛拡「江戸地廻り山村の豪農経営－武州西川町田家を中心として－」『徳川林政史

研究所研究紀要』（昭和６１年度），１９８７年

６８．加藤衛拡「西川林業の近世的展開」『林業経済』No．４８３，１９８９年

６９．加藤衛拡「林業史研究の方法－『林業の経済的構成概念』整理の意義－」『林業経済』

No．５２９，１９９２年

７０．加藤衛拡「武州山之根筋における寛文検地の基礎的研究」『学習院大学史料館紀要』

（７），１９９３年 a

７１．加藤衛拡「寛文検地と切替畑－武州西川地方における『山』利用と林野所持－」『徳川

林政史研究所研究紀要』（２７），１９９３年 b

７２．加藤衛拡「吉野林業史の研究視角と史料調査」『地方史研究』４３（６），１９９３年 c

７３．加藤衛拡「近世の林業と山林書の成立」佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書

全集 第５６巻 林業１』農山漁村文化協会，１９９５年

７４．加藤衛拡「共生時代の山利用と山づくり」山田勇編『森と人のアジア－伝統と開発の

はざまに生きる－』昭和堂，１９９９年

７５．加藤衛拡「山村豪農の問題関心と情報収集－武蔵国秩父郡上名栗村平沼家『古今稀成

年代記』を中心に－」『徳川林政史研究所研究紀要』（３６），２００２年

７６．加藤衛拡「名栗村の四〇〇年」さいたま民俗文化研究所編『名栗の民俗（上）』名栗村

教育委員会，２００４年

７７．加藤衛拡「首都近郊山村確立期における来訪者とその意義－埼玉県秩父郡名栗村槙田

屋宿帳の分析を中心に－」『徳川林政史研究所研究紀要』（３９），２００５年

７８．勝矢倫生「広島藩における林野政策に関する基礎的考察（１）」『尾道短期大学研究紀

要』（２８），１９７９年

７９．川内村編『川内村国有林野引戻し運動史』川内村，１９９４年

８０．小林裕『林業生産技術の展開－その近代化１００年の実証的研究－』日本林業調査会，１９８１

年

８１．児玉幸多「秋田県の山林地租改正」『経済史研究』２９（２），１９４３年

８２．児玉幸多「木曽山林の地租改正」『法政史学』（１４），１９６１年

８３．米家泰作『中・近世山村の景観と構造』校倉書房，２００２年

８４．小関隆祺「北海道林業の発展過程」『北海道大学農学部演習林研究報告』２２（１），１９６２

年

８５．京都大学人文科学研究所林業問題研究会編『林業地帯－奈良県吉野林業地帯と徳島県

木頭林業地帯の歴史と現状－』高陽書院，１９５６年

８６．町田正三「長野県における山林原野地租改正の実施過程（１～３）」『信濃』２６（９・

１１・１２），１９７４年
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８７．町田正三「木曽山林の官民有区分について」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５２年

度），１９７８年

８８．町田正三『木曽御料林事件』銀河書房，１９８２年

８９．丸山美季「近世西川材の流送と筏仲間の成立」『名栗村史研究那栗郷』（３），２００２年

９０．丸山美季「商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引－町田家歌助店との取引

を中心として－」『学習院大学史料館紀要』（１２），２００３年

９１．松木侃「津軽のひば（檜）」地方史研究協議会編『日本産業史大系 ３』東京大学出版

会，１９６０年

９２．松村安一「青梅林業における筏」『人文地理』７（５），１９５６年

９３．松村安一「スギさし木林業の技術史的考察－スギのさし木林業の研究－（４）」『徳川

林政史研究所研究紀要』（昭和４１年度），１９６７年

９４．松村安一「水戸藩林政史序説」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４２年度），１９６８年

９５．松村安一「四谷林業とその地理学的意義（政治区画の歴史地理）」『歴史地理学紀要』

（１７），１９７５年

９６．松村安一「水戸藩御立山制度に関する一考察」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５２

年度），１９７８年

９７．松尾容孝「吉野山村における育林生産の諸類型とその変容系列」『歴史地理学』

（１３５），１９８６年

９８．松尾容孝「吉野林業地帯における近世後期から近代初期にかけての杉檜林野売買関連

文書（資料整理）－川上郷大滝村富田利右衛門家文書」『鳥取大学教養部紀要』（２３），１９８９

年

９９．峯村秀夫「林目付の記録よりみた諏訪藩の山林政策」寶月啓吾先生還暦記念会編『日

本社会経済史研究近世編』吉川弘文館，１９６７年

１００．三井昭二「近代的林野所有政策の形成・確立過程（１・２）」『林業経済』No．５４０・

５４１，１９９３年

１０１．三井昭二「近代的林野所有政策の展開・変容過程」『林業経済』No．５４９，１９９４年

１０２．宮下一郎「高遠藩の林政史」『信濃』１４（５～８），１９６２年

１０３．森田誠一「肥後藩林政の性格について」『熊本史学』（５），１９５３年

１０４．森田誠一「肥後の林業」地方史研究協議会編『日本産業史大系 ８』東京大学出版会

１９６０年

１０５．本吉瑠璃夫「山国スギに関する研究」『京都府立大学農学部演習林報告』（１４），１９６９

年

１０６．本吉瑠璃夫「京都府舞鶴・宮津地方における林野所有の形成と造林の史的展開」『京

都府立大学農学部演習林報告』（１５），１９７０年

１０７．本吉瑠璃夫「近世，明治初期における林政と林野利用に関する諸問題」『京都府立大

学農学部演習林報告』（１８），１９７３年

１０８．本吉瑠璃夫「山国林業地帯における人工造林の進展と育林技術の変遷」『徳川林政史

研究所研究紀要』（昭和５５年度），１９８１年

１０９．本吉瑠璃夫『先進林業地帯の史的研究－山国林業の発展過程－』玉川大学出版部，１９８３

年

１１０．村井英夫『秋田藩林野史研究序説』村井英夫，１９５９年

１１１．村井英夫・高橋秀夫「秋田の杉」地方史研究協議会編『日本産業史大系 ３』東京大

学出版会，１９６０年

１１２．村井英夫『国有林下戻運動の研究』みしま書房，１９９２年

１１３．村尾行一『育林の生産構造－山国林業にみられる類型を中心として－』林野弘済

会，１９６９年

１１４．中島明「前橋藩の林野制度－御林を中心として－」『群馬文化』９３，１９６７年

１１５．成田潔英『王子製紙社史第１～４巻，附録編』王子製紙社史編纂所，１９５６～１９５９年

１１６．成田雅美「明治初年における官林経営の形成過程－三重県度会御料林の形成前史－」

『徳川林政史研究所研究紀要』（３０），１９９６年

１１７．成田雅美『森林経営の社会史的研究』日本林業調査会，１９９７年

１１８．成田雅美「山林原野の公私有区別」『筑波大学農林社会経済研究』（２０），２００３年

１１９．成田雅美「山林の年季売買と地券」『筑波大学農林社会経済研究』（２１），２００４年

１２０．日本学士院日本科学史刊行会編『明治前日本林業技術発達史』日本学術振興会，１９５９

年

１２１．日本科学史学会編『日本科学技術史大系第２２巻農学１・２』第一法規出版，１９７０・１９７１

年

１２２．日本林業技術協会編『林業技術史第１～５巻』日本林業技術協会，１９７２～７６年

１２３．西川善介『林野所有の形成と村の構造』御茶の水書房，１９５７年

１２４．西川善介「林業経済史論－木材生産を中心にして－（１～８）」『林業経済』No．１３３・

１３４・１３７・１３８・１４８・１４９・１５１・１５２，１９５９～１９６１年

１２５．西川善介「流通市場からみた木材商品生産の発展」『社会経済史学』２７（１），１９６１年

１２６．西川善介『組頭制度学説の再検討』『林業経営研究所研究報告』’６３（３）林野庁，１９６４年

１２７．西川善介『林業労働組織の体系化に関する研究』『林業経営研究所研究報告』’６５
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８７．町田正三「木曽山林の官民有区分について」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５２年

度），１９７８年

８８．町田正三『木曽御料林事件』銀河書房，１９８２年

８９．丸山美季「近世西川材の流送と筏仲間の成立」『名栗村史研究那栗郷』（３），２００２年

９０．丸山美季「商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引－町田家歌助店との取引

を中心として－」『学習院大学史料館紀要』（１２），２００３年

９１．松木侃「津軽のひば（檜）」地方史研究協議会編『日本産業史大系 ３』東京大学出版

会，１９６０年

９２．松村安一「青梅林業における筏」『人文地理』７（５），１９５６年

９３．松村安一「スギさし木林業の技術史的考察－スギのさし木林業の研究－（４）」『徳川

林政史研究所研究紀要』（昭和４１年度），１９６７年

９４．松村安一「水戸藩林政史序説」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４２年度），１９６８年

９５．松村安一「四谷林業とその地理学的意義（政治区画の歴史地理）」『歴史地理学紀要』

（１７），１９７５年

９６．松村安一「水戸藩御立山制度に関する一考察」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５２

年度），１９７８年

９７．松尾容孝「吉野山村における育林生産の諸類型とその変容系列」『歴史地理学』

（１３５），１９８６年

９８．松尾容孝「吉野林業地帯における近世後期から近代初期にかけての杉檜林野売買関連

文書（資料整理）－川上郷大滝村富田利右衛門家文書」『鳥取大学教養部紀要』（２３），１９８９

年

９９．峯村秀夫「林目付の記録よりみた諏訪藩の山林政策」寶月啓吾先生還暦記念会編『日

本社会経済史研究近世編』吉川弘文館，１９６７年

１００．三井昭二「近代的林野所有政策の形成・確立過程（１・２）」『林業経済』No．５４０・

５４１，１９９３年

１０１．三井昭二「近代的林野所有政策の展開・変容過程」『林業経済』No．５４９，１９９４年

１０２．宮下一郎「高遠藩の林政史」『信濃』１４（５～８），１９６２年

１０３．森田誠一「肥後藩林政の性格について」『熊本史学』（５），１９５３年

１０４．森田誠一「肥後の林業」地方史研究協議会編『日本産業史大系 ８』東京大学出版会

１９６０年

１０５．本吉瑠璃夫「山国スギに関する研究」『京都府立大学農学部演習林報告』（１４），１９６９

年

１０６．本吉瑠璃夫「京都府舞鶴・宮津地方における林野所有の形成と造林の史的展開」『京

都府立大学農学部演習林報告』（１５），１９７０年

１０７．本吉瑠璃夫「近世，明治初期における林政と林野利用に関する諸問題」『京都府立大

学農学部演習林報告』（１８），１９７３年

１０８．本吉瑠璃夫「山国林業地帯における人工造林の進展と育林技術の変遷」『徳川林政史

研究所研究紀要』（昭和５５年度），１９８１年

１０９．本吉瑠璃夫『先進林業地帯の史的研究－山国林業の発展過程－』玉川大学出版部，１９８３

年

１１０．村井英夫『秋田藩林野史研究序説』村井英夫，１９５９年

１１１．村井英夫・高橋秀夫「秋田の杉」地方史研究協議会編『日本産業史大系 ３』東京大

学出版会，１９６０年

１１２．村井英夫『国有林下戻運動の研究』みしま書房，１９９２年

１１３．村尾行一『育林の生産構造－山国林業にみられる類型を中心として－』林野弘済

会，１９６９年

１１４．中島明「前橋藩の林野制度－御林を中心として－」『群馬文化』９３，１９６７年

１１５．成田潔英『王子製紙社史第１～４巻，附録編』王子製紙社史編纂所，１９５６～１９５９年

１１６．成田雅美「明治初年における官林経営の形成過程－三重県度会御料林の形成前史－」

『徳川林政史研究所研究紀要』（３０），１９９６年

１１７．成田雅美『森林経営の社会史的研究』日本林業調査会，１９９７年

１１８．成田雅美「山林原野の公私有区別」『筑波大学農林社会経済研究』（２０），２００３年

１１９．成田雅美「山林の年季売買と地券」『筑波大学農林社会経済研究』（２１），２００４年

１２０．日本学士院日本科学史刊行会編『明治前日本林業技術発達史』日本学術振興会，１９５９

年

１２１．日本科学史学会編『日本科学技術史大系第２２巻農学１・２』第一法規出版，１９７０・１９７１

年

１２２．日本林業技術協会編『林業技術史第１～５巻』日本林業技術協会，１９７２～７６年

１２３．西川善介『林野所有の形成と村の構造』御茶の水書房，１９５７年

１２４．西川善介「林業経済史論－木材生産を中心にして－（１～８）」『林業経済』No．１３３・

１３４・１３７・１３８・１４８・１４９・１５１・１５２，１９５９～１９６１年

１２５．西川善介「流通市場からみた木材商品生産の発展」『社会経済史学』２７（１），１９６１年

１２６．西川善介『組頭制度学説の再検討』『林業経営研究所研究報告』’６３（３）林野庁，１９６４年

１２７．西川善介『林業労働組織の体系化に関する研究』『林業経営研究所研究報告』’６５
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（８）林野庁，１９６６年

１２８．西川善介「林業と林野制度」北設楽郡史編纂委員会編『北設楽郡史 近世』北設楽郡

史編纂委員会，１９７０年

１２９．西尾隆『日本森林行政史の研究』東京大学出版会，１９８８年

１３０．丹羽邦男「明治維新と地租改正」古島敏雄編著『日本地主制史研究』岩波書店，１９５８

年

１３１．丹羽邦男「裏木曽における官林設定過程」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４５年

度），１９７１年

１３２．丹羽邦男「飛騨『御林山』の一考察」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５６年度），１９８２

年

１３３．丹羽邦男「初期の飛騨国有林下戻運動について」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和

５８年度），１９８４年

１３４．丹羽邦男「飛騨国有林下戻運動の展開」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５９年

度），１９８５年

１３５．丹羽邦男「飛騨国有林下戻運動の結末」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和６０年

度），１９８６年

１３６．丹羽邦男「飛騨山林行政訴訟の一例」『徳川林政史研究所研究紀要』（２５），１９９１年

１３７．野村勇編著『資本主義的林業経営の成立過程－吉野林業の展開と現状－』日本林業調

査会，１９６６年

１３８．農林省編『日本林制史資料１～３０』臨川書店，１９３０～３４年

１３９．農林省大臣官房総務課編『農林行政史第１～１４巻，別巻』農林協会，１９５７～１９７６年

１４０．岡村明達「山林政策の展開と入会地整理過程」古島敏雄編『日本林野制度の研究』東

京大学出版会，１９５５年

１４１．大崎六郎「御林地籍劃定過程の一検証－上野国（群馬県）利根郡を対象として－」

『林業経済』No．１１９，１９５８年

１４２．大崎六郎「享保，寛政，天保の改革期における林野制度の変革に関する研究」『宇都

宮大学農学部学術報告特輯』（９），１９６１年

１４３．大島真理夫「長野県木曽地方における明治前期の官林境界調査について」『徳川林政

史研究所研究紀要』（昭和５１年度），１９７７年

１４４．大島真理夫「木曽地方における官林境界紛争」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５３

年度），１９７９年

１４５．大島真理夫「木曽山林官民有区分をめぐる諸対立」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭

和５５年度），１９８１年

１４６．大友一雄「江戸市場における薪炭流通と幕府の炭会所政策－江戸近国御林の役割・機

能の一側面－」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５８年度），１９８４年

１４７．大友一雄「近世後期幕府炭会所の御林山経営と農民闘争」『徳川林政史研究所研究紀

要』（昭和６０年度），１９８６年

１４８．大友一雄「幕末関東筋御林の機能と支配」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和６２年

度），１９８８年

１４９．大友一雄「幕府の御林と村社会」『都幾川村史通史編』都幾川村，２００１年

１５０．林業発達史調査会編『日本林業発達史 上巻』林野庁，１９６０年

１５１．林野庁編『徳川時代に於ける林野制度の大要』林野弘済会，１９５４年

１５２．酒井右二「貞享～正徳期関東筋幕府林の支配状況」『徳川林政史研究所研究紀要』

（２３），１９８９年

１５３．佐々木寛司『地租改正』中央公論社，１９８９年

１５４．佐藤孝之「山稼の村と『御免許稼山』」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和６２年

度），１９８８年

１５５．佐藤孝之「上州山中領における『山守』制の成立と再編」『徳川林政史研究所研究紀

要』（３４），２０００年

１５６．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第４５巻 特産１』農山漁村文化協

会，１９９３年

１５７．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第４６巻 特産２』農山漁村文化協

会，１９９４年

１５８．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第５６巻 林業１』農山漁村文化協

会，１９９５年

１５９．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第５７巻 林業２』農山漁村文化協

会，１９９７年

１６０．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第５３巻 農産加工４』農山漁村文

化協会，１９９８年

１６１．関順也『明治維新の地租改正』ミネルヴァ書房，１９６７年

１６２．島田錦蔵『森林組合論』岩波書店，１９４１年

１６３．島崎丞「加賀藩の林政について」『九州史学』（６），１９５７年

１６４．塩谷勉『部分林制度の史的研究』林野弘済会，１９５９年

１６５．塩谷勉・鷲尾良司『飫肥林業発達史（服部林産研シリーズ No．２）』服部林産研究所，１９６５

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／２‐１１章　林業史  2006.10.30 10.55.28  Page 450 Black



450 451

（８）林野庁，１９６６年

１２８．西川善介「林業と林野制度」北設楽郡史編纂委員会編『北設楽郡史 近世』北設楽郡

史編纂委員会，１９７０年

１２９．西尾隆『日本森林行政史の研究』東京大学出版会，１９８８年

１３０．丹羽邦男「明治維新と地租改正」古島敏雄編著『日本地主制史研究』岩波書店，１９５８

年

１３１．丹羽邦男「裏木曽における官林設定過程」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４５年

度），１９７１年

１３２．丹羽邦男「飛騨『御林山』の一考察」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５６年度），１９８２

年

１３３．丹羽邦男「初期の飛騨国有林下戻運動について」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和

５８年度），１９８４年

１３４．丹羽邦男「飛騨国有林下戻運動の展開」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５９年

度），１９８５年

１３５．丹羽邦男「飛騨国有林下戻運動の結末」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和６０年

度），１９８６年

１３６．丹羽邦男「飛騨山林行政訴訟の一例」『徳川林政史研究所研究紀要』（２５），１９９１年

１３７．野村勇編著『資本主義的林業経営の成立過程－吉野林業の展開と現状－』日本林業調

査会，１９６６年

１３８．農林省編『日本林制史資料１～３０』臨川書店，１９３０～３４年

１３９．農林省大臣官房総務課編『農林行政史第１～１４巻，別巻』農林協会，１９５７～１９７６年

１４０．岡村明達「山林政策の展開と入会地整理過程」古島敏雄編『日本林野制度の研究』東

京大学出版会，１９５５年

１４１．大崎六郎「御林地籍劃定過程の一検証－上野国（群馬県）利根郡を対象として－」

『林業経済』No．１１９，１９５８年

１４２．大崎六郎「享保，寛政，天保の改革期における林野制度の変革に関する研究」『宇都

宮大学農学部学術報告特輯』（９），１９６１年

１４３．大島真理夫「長野県木曽地方における明治前期の官林境界調査について」『徳川林政

史研究所研究紀要』（昭和５１年度），１９７７年

１４４．大島真理夫「木曽地方における官林境界紛争」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５３

年度），１９７９年

１４５．大島真理夫「木曽山林官民有区分をめぐる諸対立」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭

和５５年度），１９８１年

１４６．大友一雄「江戸市場における薪炭流通と幕府の炭会所政策－江戸近国御林の役割・機

能の一側面－」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５８年度），１９８４年

１４７．大友一雄「近世後期幕府炭会所の御林山経営と農民闘争」『徳川林政史研究所研究紀

要』（昭和６０年度），１９８６年

１４８．大友一雄「幕末関東筋御林の機能と支配」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和６２年

度），１９８８年

１４９．大友一雄「幕府の御林と村社会」『都幾川村史通史編』都幾川村，２００１年

１５０．林業発達史調査会編『日本林業発達史 上巻』林野庁，１９６０年

１５１．林野庁編『徳川時代に於ける林野制度の大要』林野弘済会，１９５４年

１５２．酒井右二「貞享～正徳期関東筋幕府林の支配状況」『徳川林政史研究所研究紀要』

（２３），１９８９年

１５３．佐々木寛司『地租改正』中央公論社，１９８９年

１５４．佐藤孝之「山稼の村と『御免許稼山』」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和６２年

度），１９８８年

１５５．佐藤孝之「上州山中領における『山守』制の成立と再編」『徳川林政史研究所研究紀

要』（３４），２０００年

１５６．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第４５巻 特産１』農山漁村文化協

会，１９９３年

１５７．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第４６巻 特産２』農山漁村文化協

会，１９９４年

１５８．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第５６巻 林業１』農山漁村文化協

会，１９９５年

１５９．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第５７巻 林業２』農山漁村文化協

会，１９９７年

１６０．佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦編『日本農書全集 第５３巻 農産加工４』農山漁村文

化協会，１９９８年

１６１．関順也『明治維新の地租改正』ミネルヴァ書房，１９６７年

１６２．島田錦蔵『森林組合論』岩波書店，１９４１年

１６３．島崎丞「加賀藩の林政について」『九州史学』（６），１９５７年

１６４．塩谷勉『部分林制度の史的研究』林野弘済会，１９５９年

１６５．塩谷勉・鷲尾良司『飫肥林業発達史（服部林産研シリーズ No．２）』服部林産研究所，１９６５
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年

１６６．菅野俊作・安孫子麟「林野の利用組織」中村吉治『村落構造の史的分析』日本評論

社，１９５６年

１６７．菅野俊作「藩営林の経営と所有の構造」『土地制度史学』２（２），１９６０年

１６８．菅野俊作「岩手県における林野所有権の形成過程」『東北大学教養部紀要』（２），１９６５

年

１６９．菅野俊作「幕末南部藩の林野の利用と所有の構造」『東北大学経済学会研究年報経済

学』４４（４），１９８３年

１７０．住友林業株式会社社史編纂委員会編『住友林業社史 上・下・別巻』住友林業，１９９９

年

１７１．鈴木尚夫・岡村明達『分収林業－埼玉県入間郡名栗村における植分林業実態調査－』

社団法人農村問題調査会『調査報告』（２），１９５１年

１７２．庄司吉之助「国有林野の展開構造とその構造」『東北経済』No．１５，１９５４年

１７３．庄司吉之助『福島県山林原野解放運動史』福島県国有林野解放期成同盟会，１９６６年

１７４．高瀬保「加賀藩林制の成立について」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５４年

度），１９８０年

１７５．武田久雄「徳川時代に於ける林野制度の大要」『山林彙報』２９（４）～３５（２），１９３４

～４０年

１７６．武井弘一「人吉藩の林政と『茸山騒動』」『熊本史学』（７０），１９９５年

１７７．武井弘一「享保改革期における幕府の林政と椎原山」『九州史学』（１２８），２００１年

１７８．武井弘一「人吉藩家中による部分林」『熊本史学』（８０），２００２年

１７９．竹内利美「檜山の制」竹内利美編『下北の村落社会』未来社，１９６８年

１８０．田中波慈女『近世造林技術』日本林業技術協会，１９５４年

１８１．谷彌兵衞「近世吉野地方の材木生産の発展」『徳川林政史研究所研究紀要』（３６），２０００

年

１８２．谷彌兵衞「吉野材木業史試論」『林業経済研究』No．１４３，２００１年

１８３．立石友男「庄内地方における地租改正と官林・国有林の形成」『徳川林政史研究所研

究紀要』（昭和５４年度），１９８０年

１８４．立石友男「庄内砂丘における官林・国有林の引戻と行政訴訟」『徳川林政史研究所研

究紀要』（昭和５７年度），１９８３年

１８５．鳥羽正雄『森林と文化』大日本出版社峯文荘，１９４３年

１８６．鳥羽正雄『日本林業史』雄山閣，１９５１年

１８７．所三男「林業」児玉幸多編『産業史Ⅱ』山川出版社，１９６５年

１８８．所三男「採取林業から育成林業への過程」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４４年

度），１９７０年

１８９．所三男「近世木曽山林の保続対策」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５２年度），１９７８

年

１９０．所三男『近世林業史の研究』吉川弘文館，１９８０年

１９１．徳川義親『木曽山』徳川義親，１９１５年

１９２．Totman, Conrad D. “The green archipelago : forestry in preindustrial Japan ”Univer-

sity of California Press,１９８９年，後にタットマン，コンラッド・熊崎實訳『日本人はどのよ

うに森をつくってきたのか』築地書館，１９９８年

１９３．Totman, Conrad D. “The lumber industry in early modern Japan” Univ. Hawaii Press,

１９９５年

１９４．津川正幸「近世の木頭林業」『関西大学経済論集』６（５），１９５６年

１９５．筒井�夫『日本林政史研究序説』東京大学出版会，１９７８年

１９６．若林喜三郎「加賀藩の御林山と留山」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５４年

度），１９８０年

１９７．脇野博「近世西川林業における材木商経営」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５９年

度），１９８５年

１９８．脇野博「津軽森林鉄道導入と在来林業技術－伝統技術の近代化をめぐって－」『国立

歴史民俗博物館研究報告』（５７），１９９４年

１９９．脇野博「森林鉄道導入と在来地域林業技術の変容」『秋田近代史研究』４４，２００２年

２００．鷲尾良司「林業発展形態の地域性に関する研究－飫肥林業発達史論－」『宇都宮大学

農学部学術報告特輯』（３４），１９７９年

２０１．渡辺信夫「材木の流通」『幕藩制確立期の商品流通』柏書房，１９６６年

２０２．山田達夫「京都府における地租改正と林野官民有区分－『明治前期京都府林政史資

料』の刊行によせて－（１）～（５）」『大阪経大論集』（１０３・１０４・１０６・１０７・１０８・１０９・

１１０），１９７５～１９７６年

２０３．山田達夫「林業構造論と吉野林業論」半田良一編著『日本の林業問題－紀伊半島にお

ける林業の展開構造－』ミネルヴァ書房，１９７９年

２０４．山口隆治『加賀藩林制史の研究』法政大学出版局，１９８７年

２０５．山口隆治『加賀藩山廻の研究』桂書房，１９９８年

２０６．山口隆治『加賀藩林野制度の研究』法政大学出版局，２００３年
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学』４４（４），１９８３年
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年

１７１．鈴木尚夫・岡村明達『分収林業－埼玉県入間郡名栗村における植分林業実態調査－』

社団法人農村問題調査会『調査報告』（２），１９５１年

１７２．庄司吉之助「国有林野の展開構造とその構造」『東北経済』No．１５，１９５４年
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１７８．武井弘一「人吉藩家中による部分林」『熊本史学』（８０），２００２年

１７９．竹内利美「檜山の制」竹内利美編『下北の村落社会』未来社，１９６８年

１８０．田中波慈女『近世造林技術』日本林業技術協会，１９５４年

１８１．谷彌兵衞「近世吉野地方の材木生産の発展」『徳川林政史研究所研究紀要』（３６），２０００

年

１８２．谷彌兵衞「吉野材木業史試論」『林業経済研究』No．１４３，２００１年

１８３．立石友男「庄内地方における地租改正と官林・国有林の形成」『徳川林政史研究所研

究紀要』（昭和５４年度），１９８０年

１８４．立石友男「庄内砂丘における官林・国有林の引戻と行政訴訟」『徳川林政史研究所研
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１８６．鳥羽正雄『日本林業史』雄山閣，１９５１年

１８７．所三男「林業」児玉幸多編『産業史Ⅱ』山川出版社，１９６５年

１８８．所三男「採取林業から育成林業への過程」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４４年

度），１９７０年

１８９．所三男「近世木曽山林の保続対策」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和５２年度），１９７８

年

１９０．所三男『近世林業史の研究』吉川弘文館，１９８０年

１９１．徳川義親『木曽山』徳川義親，１９１５年

１９２．Totman, Conrad D. “The green archipelago : forestry in preindustrial Japan ”Univer-

sity of California Press,１９８９年，後にタットマン，コンラッド・熊崎實訳『日本人はどのよ

うに森をつくってきたのか』築地書館，１９９８年

１９３．Totman, Conrad D. “The lumber industry in early modern Japan” Univ. Hawaii Press,

１９９５年

１９４．津川正幸「近世の木頭林業」『関西大学経済論集』６（５），１９５６年

１９５．筒井�夫『日本林政史研究序説』東京大学出版会，１９７８年
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１９９．脇野博「森林鉄道導入と在来地域林業技術の変容」『秋田近代史研究』４４，２００２年

２００．鷲尾良司「林業発展形態の地域性に関する研究－飫肥林業発達史論－」『宇都宮大学

農学部学術報告特輯』（３４），１９７９年

２０１．渡辺信夫「材木の流通」『幕藩制確立期の商品流通』柏書房，１９６６年

２０２．山田達夫「京都府における地租改正と林野官民有区分－『明治前期京都府林政史資

料』の刊行によせて－（１）～（５）」『大阪経大論集』（１０３・１０４・１０６・１０７・１０８・１０９・

１１０），１９７５～１９７６年

２０３．山田達夫「林業構造論と吉野林業論」半田良一編著『日本の林業問題－紀伊半島にお

ける林業の展開構造－』ミネルヴァ書房，１９７９年

２０４．山口隆治『加賀藩林制史の研究』法政大学出版局，１９８７年

２０５．山口隆治『加賀藩山廻の研究』桂書房，１９９８年
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２０７．山本英二「近世甲斐国の竹御林と力者（上・下）」『徳川林政史研究所研究紀要』

（３２・３３），１９９８・１９９９年

２０８．山本光『林業史・林業地理』東京明文堂，１９５８年

２０９．山崎慎吾『日本林業論』潮流講座経済学全集（第三部日本資本主義の現状分析）潮流

社，１９５０年

２１０．全国森林組合連合会森林組合制度史編纂委員会編『森林組合制度史第１～４巻』全国

森林組合連合会，１９７３年

Ⅲ 林業史選書解題

選著１１－１

西川善介「林業経済史論－木材生産を中心にして－（５）」『林業経済』

No．１４７，１９６１年，１～１２頁

解題：戦国～近世初期に全国的な木材流通市場が成立し採取林業が発展するが，

その結果「尽山」現象が一般化し，寛文～享保期には全国的に育成林業が成立す

る。この育成林業には，天然更新による領主的育林生産と人工造林による農民的

育林生産が見られる。それは採取林業時代に遡っても，大市場周辺には山元農民

が木材の商品化を担った農民的林業地帯が成立する。一方それを排除して領主主

導のそれが進む「領主的林業地帯」があり，まずこれを分析する。林業地帯の２

類型論を明示した論文である。

選著１１－２

泉英二「近世吉野地方における山元材木商人の活動」『徳川林政史研究所研究紀

要』（昭和６１年度），１９８７年，１３７～１６０頁

解題：近世吉野における農民的林業の実態をはじめて解明した労作である。幕末

川上郷の山元材木商人（材木生産者）４軒の経営を具体的に取り上げる。資金を

融通して立木を購入し，あるいは自家山林から，近隣農民を雇い，また小規模な

材木商人に請け負わせて材木を生産し，造林も広範に展開する大規模な重立商人

の経営から，自家労力にたより伐出生産し，場合によっては労働者にもなる小前

商人の経営まで，多様な形態の材木生産者を示した。泉英二「吉野林業の展開過

程」『愛媛大学農学部紀要』３６（２）１９９２年に収録。

選著１１－３

所三男「採取林業から育成林業への展開」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４４

年度），１９７０年，１～２６頁

解題：尾張藩の木曽山では近世初期の森林乱伐と尽山の後，寛文期に管林体制と

運材管理を一新し，また留山制を実施したが，藩の財政事情から木材生産はさら
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２０９．山崎慎吾『日本林業論』潮流講座経済学全集（第三部日本資本主義の現状分析）潮流

社，１９５０年

２１０．全国森林組合連合会森林組合制度史編纂委員会編『森林組合制度史第１～４巻』全国

森林組合連合会，１９７３年

Ⅲ 林業史選書解題

選著１１－１

西川善介「林業経済史論－木材生産を中心にして－（５）」『林業経済』

No．１４７，１９６１年，１～１２頁

解題：戦国～近世初期に全国的な木材流通市場が成立し採取林業が発展するが，

その結果「尽山」現象が一般化し，寛文～享保期には全国的に育成林業が成立す

る。この育成林業には，天然更新による領主的育林生産と人工造林による農民的

育林生産が見られる。それは採取林業時代に遡っても，大市場周辺には山元農民

が木材の商品化を担った農民的林業地帯が成立する。一方それを排除して領主主

導のそれが進む「領主的林業地帯」があり，まずこれを分析する。林業地帯の２

類型論を明示した論文である。

選著１１－２

泉英二「近世吉野地方における山元材木商人の活動」『徳川林政史研究所研究紀

要』（昭和６１年度），１９８７年，１３７～１６０頁

解題：近世吉野における農民的林業の実態をはじめて解明した労作である。幕末

川上郷の山元材木商人（材木生産者）４軒の経営を具体的に取り上げる。資金を

融通して立木を購入し，あるいは自家山林から，近隣農民を雇い，また小規模な

材木商人に請け負わせて材木を生産し，造林も広範に展開する大規模な重立商人

の経営から，自家労力にたより伐出生産し，場合によっては労働者にもなる小前

商人の経営まで，多様な形態の材木生産者を示した。泉英二「吉野林業の展開過

程」『愛媛大学農学部紀要』３６（２）１９９２年に収録。

選著１１－３

所三男「採取林業から育成林業への展開」『徳川林政史研究所研究紀要』（昭和４４

年度），１９７０年，１～２６頁

解題：尾張藩の木曽山では近世初期の森林乱伐と尽山の後，寛文期に管林体制と

運材管理を一新し，また留山制を実施したが，藩の財政事情から木材生産はさら
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に増大して尽山に歯止めがかからなかった。宝永４年上松奉行となった市川甚左

衛門は，停止木の制度化（明山・入会山等をふくむ）をはじめとして，住民の民

利民益を無視して木曽全山の「御林」化を図り，木材生産を制限した。享保の林

政改革である。それは同時に択伐天然更新による育成林業への転換でもあった。

所三男『近世林業史の研究』吉川弘文館１９８０年に収録されている。

選著１１－４

浅井潤子「御林山における幕府林業政策」『日本歴史』（３５１），１９７７年，１～１８頁

解題：伊豆の天城御林山は，江戸に近く御用炭の供給地として重要な位置にあっ

た。天領，諸大名，旗本の領地が交錯する伊豆では，地付村に御林山を管理・保

護させることが困難であった。そのため幕府は御林山を大見・河津・狩野・仁科

の４口に区分し，それぞれに御林守を任命した。ここでは一円御林山といわれた

飛騨とは異なり，代官の役割は小さく，４口御林守による事実上の直接管理に特

徴があった。同「幕府御林山における林業生産」『史料館研究紀要』第３号，１９７０

年とともに，江戸近国幕府御林の研究を切り開いた論文である。

選著１１－５

西川善介「林業と林野制度」北設楽郡史編纂委員会編『北設楽郡史近世』北設楽

郡史編纂委員会，１９７０年，１３５～１９４頁

解題：愛知県北設楽郡の近世林業について，まず領主の直接的林野支配（御林

山）と間接的支配（山年貢課税）の実態について検討し，ついで農民的林業地帯

の成立について論じている。論述の中心は前者にある。そこでは同郡内における

御林山の成立タイプ，御林山の管理，御林山の利用実態を分析し，村々（御林

守）の行動の背後に「御林の土地や立木について村側の独立した権利」をみてい

る。同氏の近世林業史に関する基本的な視角と研究方法が，北設楽郡において示

された論文である。

選著１１－６

成田雅美「明治初年における官林経営の形成過程－三重県度会御料林の形成前

史」『森林経営の社会史的研究』日本林業調査会，１９９７年，１９１～２２７頁

解題：三重県度会郡の神路山・島路山・前山は，近世において宇治年寄会合の支

配下にあったが，１８７１年に上地されて官林となる。１８８５年に山林局直轄となり，

さらに１８９０年に御料林に編入された後，１９２２年５月には内務省神宮司庁に神宮宮

域林として譲与される。本論は，この神路山・島路山の官林経営の形成をめぐっ

て，農民的な林野利用の規制・排除，これに強固に抵抗する旧来からの林野利用

者の動き，歴史的沿革と慣行を重視して直轄化に反対し，伊勢派と出雲派の祭神

論争のさなかに，両山は伊勢神宮の宮域ではないと主張する三重県の対応を分析

している。『徳川林政史研究所研究紀要』（３０），１９９６年に初出。

選著１１－７

藤田佳久「近世における育林技術体系の地域性」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和５５年度），１９８１年，９８～１２４頁

解題：戦後，戦前までのプロシャ方式の育林技術傾倒の反省として，日本各地域

の伝統的育林技術が見直されるなかで，地域林業の育林技術史の研究が進んだ。

しかし，これらの研究は育林技術を部分的に取り上げたり，地域の固有性の抽出

に重きを置くなど，育林技術を体系的に捉える視点の欠如という限界を有した。

本論文は，この限界を克服するために，近世段階で成立していた民間育林技術を

体系的，かつ地域論的に把握しようと試みた。

選著１１－８

脇野博「津軽森林鉄道導入と在来林業技術－伝統技術の近代化をめぐって－」

『国立歴史民俗博物館研究報告』（５７），１９９４年，１８１～２２４頁

解題：日本林業技術の近代化に関する従来の研究は，近代化以前の伝統的な林業

技術との関連で捉える問題意識が希薄であったため，本論文では伝統技術との関

わりにおいて地域林業技術の近代化について考察している。具体的には，津軽林

業における近世林業技術の実態と特質を明らかにしたうえで，森林鉄道の導入過

程を分析し，伝統技術の近代化過程の特質把握を試みた。
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に増大して尽山に歯止めがかからなかった。宝永４年上松奉行となった市川甚左

衛門は，停止木の制度化（明山・入会山等をふくむ）をはじめとして，住民の民

利民益を無視して木曽全山の「御林」化を図り，木材生産を制限した。享保の林

政改革である。それは同時に択伐天然更新による育成林業への転換でもあった。

所三男『近世林業史の研究』吉川弘文館１９８０年に収録されている。

選著１１－４

浅井潤子「御林山における幕府林業政策」『日本歴史』（３５１），１９７７年，１～１８頁

解題：伊豆の天城御林山は，江戸に近く御用炭の供給地として重要な位置にあっ

た。天領，諸大名，旗本の領地が交錯する伊豆では，地付村に御林山を管理・保

護させることが困難であった。そのため幕府は御林山を大見・河津・狩野・仁科

の４口に区分し，それぞれに御林守を任命した。ここでは一円御林山といわれた

飛騨とは異なり，代官の役割は小さく，４口御林守による事実上の直接管理に特

徴があった。同「幕府御林山における林業生産」『史料館研究紀要』第３号，１９７０

年とともに，江戸近国幕府御林の研究を切り開いた論文である。

選著１１－５

西川善介「林業と林野制度」北設楽郡史編纂委員会編『北設楽郡史近世』北設楽

郡史編纂委員会，１９７０年，１３５～１９４頁

解題：愛知県北設楽郡の近世林業について，まず領主の直接的林野支配（御林

山）と間接的支配（山年貢課税）の実態について検討し，ついで農民的林業地帯

の成立について論じている。論述の中心は前者にある。そこでは同郡内における

御林山の成立タイプ，御林山の管理，御林山の利用実態を分析し，村々（御林

守）の行動の背後に「御林の土地や立木について村側の独立した権利」をみてい

る。同氏の近世林業史に関する基本的な視角と研究方法が，北設楽郡において示

された論文である。

選著１１－６

成田雅美「明治初年における官林経営の形成過程－三重県度会御料林の形成前

史」『森林経営の社会史的研究』日本林業調査会，１９９７年，１９１～２２７頁

解題：三重県度会郡の神路山・島路山・前山は，近世において宇治年寄会合の支

配下にあったが，１８７１年に上地されて官林となる。１８８５年に山林局直轄となり，

さらに１８９０年に御料林に編入された後，１９２２年５月には内務省神宮司庁に神宮宮

域林として譲与される。本論は，この神路山・島路山の官林経営の形成をめぐっ

て，農民的な林野利用の規制・排除，これに強固に抵抗する旧来からの林野利用

者の動き，歴史的沿革と慣行を重視して直轄化に反対し，伊勢派と出雲派の祭神

論争のさなかに，両山は伊勢神宮の宮域ではないと主張する三重県の対応を分析

している。『徳川林政史研究所研究紀要』（３０），１９９６年に初出。

選著１１－７

藤田佳久「近世における育林技術体系の地域性」『徳川林政史研究所研究紀要』

（昭和５５年度），１９８１年，９８～１２４頁

解題：戦後，戦前までのプロシャ方式の育林技術傾倒の反省として，日本各地域

の伝統的育林技術が見直されるなかで，地域林業の育林技術史の研究が進んだ。

しかし，これらの研究は育林技術を部分的に取り上げたり，地域の固有性の抽出

に重きを置くなど，育林技術を体系的に捉える視点の欠如という限界を有した。

本論文は，この限界を克服するために，近世段階で成立していた民間育林技術を

体系的，かつ地域論的に把握しようと試みた。

選著１１－８

脇野博「津軽森林鉄道導入と在来林業技術－伝統技術の近代化をめぐって－」

『国立歴史民俗博物館研究報告』（５７），１９９４年，１８１～２２４頁

解題：日本林業技術の近代化に関する従来の研究は，近代化以前の伝統的な林業

技術との関連で捉える問題意識が希薄であったため，本論文では伝統技術との関

わりにおいて地域林業技術の近代化について考察している。具体的には，津軽林

業における近世林業技術の実態と特質を明らかにしたうえで，森林鉄道の導入過

程を分析し，伝統技術の近代化過程の特質把握を試みた。
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選著１１－９

加藤衛拡「共生時代の山利用と山づくり」山田勇編『森と人のアジア－伝統と開

発のはざまに生きる－』昭和堂，１９９９年，１０２～１３０頁

解題：前近代社会における人間による山や野に対するはたらきかけのさまざまな

技術を著した記録を山林書と位置づけ，その分析を通じて，近世においては地域

に適合した山利用と山づくりが行われていたことを明らかにした。そして，この

近世における山利用・山づくりは，近・現代における画一化した林業を見直し，

人間と自然が共生しつつ安定した社会を築くための，新たな山利用・山づくりの

視座を提供することを指摘した。

加藤 衛拡（筑波大学大学院生命環境科学研究科）

成田 雅美（筑波大学大学院生命環境科学研究科）

脇野 博（秋田工業高等専門学校人文科学系）
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